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議長（松浦隆起君）  

おはようございます。  

定刻となりました。  

ただいまの出席議員数は 13 人です。  

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。  

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。  

日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。  

12 番、中村卓司君の発言を許します。  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

おはようございます。  

昨日は下川さんが一番で、大変光栄の質問をさせていただきま

したということですが、私は２日目の一番でございまして、大変

光栄に存じますが、議長のお許しをいただきましたので、12 番議

員、中村として、令和８年６月議会の質問をさせていただきます。 

まず初めに質問は、道の駅の質問でございます。  

まきのさんの道の駅は、私たち加入しております「はちきんの

店」の会員で２千名の署名を集めて、紆余曲折はありましたけれ

ども、令和５年６月の開業を迎えて、今年６月がですね、丸々３

年、そして４年目を迎えようということで動いているところが、

現在の道の駅でございます。  

その前にお断りをしておきますけども、中村が質問したいから

打合せがないことを突然言い出すよというふうな話が時々聞こえ

てまいりますけれども。分からないことは分からないでかまんと

思いますけれども、質問で、これ打合せなかったけれども、分か

るよねっていう形は誠意を持ってお答えをいただくことをお願い

をしておきたいと思います。  

まずそこで、この道の駅の質問でございますけれども、先ほど

紆余曲折がありながらも開業を迎えたということで、町長の所見

もいろいろ当初はあったと思いますし、各地区でのそれぞれの、

町民の意見を聞く会の中から開業ということに生まれたと思うん

ですけれども、まず最初にですね、この道の駅を開業をして、そ

の３年間、町長がですね、どういうふうに、その道の駅を見てこ

られたのか。  

そして佐川町にとって、どういう益があったのかなという思い
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があるか、先ほどの打合せないぞというふうなことでありますけ

れども、これは意見、自分の思いだと思いますので。町長にまず

最初にですね、３年間、道の駅がどういうふうに役立ってきたか

なという思いがあるかを聞かせていただいてから質問詳しいとこ

ろに入りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

おはようございます。  

中村議員のご質問にお答えをさせていただきます。  

私も１期目の当初選挙のときにですね、道の駅いろいろ紆余曲

折がありましたが、開業をさせていただいて３年が迎えておりま

す。  

いろいろなトラブルもあったことは事実でございますけど、や

はり、地場産品の農作物でありますとか、いろいろお土産品、司

牡丹のお酒でありますとか、いろいろな商品が売れておるという

こととですね、多くの方々に県内はもとより、県外、そして外国

の方も来ていただいておると聞いております。  

やはり開業してですね、33 号線には道の駅という大きな施設が

なかったということもありますし、おもちゃ美術館も併設し、下

に遊具公園も整備しまして、土曜日、日曜日、祝日は多くの方に

来ていただいて、楽しんでいただいているところでございますの

で、実際、本当に実施させていただいてよかったなと実感をして

おります。一般財団法人のしあわせづくり佐川のほうにもですね、

いろいろと苦労させていただいて、頑張っていただいております

ので、引き続きですね、支援してですね、盛り上げていくことは、

今も変わっておりませんので、ぜひ、よろしく、中村議員もよろ

しくお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

ありがとうございます。  

これも突然の質問で申し訳ないことでございましたけれども、

誠意あるお答えいただきましてありがとうございます。  

ところでですね、紆余曲折があったっていうことの中の１つの



153 

原因にですね、過去にソニアの問題がありまして、共同体として

出資をしたけれども、すごい赤字になってですね、とうとう出資

金もなくなってしまったという過去の苦い経験があると。道の駅

を造るについて、第２のソニアになったらあかんというふうな意

見もあって、紆余曲折の中の決断だったりというふうに思います。 

そこでですね、現状の３年間、経営についてということでした

けれども、行政報告の中で、９月に経営については報告しますと

いうことが出ましたので、少しピント外れになるかも分かりませ

んが、今まで分かっている範囲の内容とかですね、過去にこうい

う経過でこういう収入があったと、いうことのお示しを、数字を

いただきたいというふうに思って質問をしております。  

そこでですね、私たち、最初に申し上げましたはちきんが、署

名をしながら、農産物直売店というものの中に入っております。  

そこの収入、ウェイトと、それからほかの物産とかですね、西

村商店とか、それから横畠さんのアイスクリームとかという企業

が入っておりますので、その兼ね合いの収支があるかと思います

が、まず最初に、私の分かっているはちきんの内容を少し、３年

間の収支をお話をしておきたいと思います。  

「はちきんの店」というか、直販店の農産物を売っている道の

駅のパーセンテージは 15％が道の駅に利益として入るということ

になっておりまして、１年目、６月から３月までの期間の１年間

で、丸々１年ではすごい足らなかったという１年間ですけれども。

９カ月間、それで６月は開業の日が非常に少なかったんで、少な

か、収入も少なかったですけども７月が、ひと月に 1,200 万って

いう金額が売れたということで合計をしてですね、９カ月間に１

年間の収入が、6,377 万円というのが収入でございます。  

先ほど言いました、15％を、いわゆるこれの 6,377 万の 15％と

いうことを計算すると、956 万っていうものが道の駅に入ったと

いう収入です。これは直販だけですね。  

それから２年目です。２年目は 4,651 万円。  

大体ですね、２千万弱ぐらい少なくなってますけども、１年間

の開業からすると、これぐらいかなというのは、１年経った経過

としては２年目としてはこれぐらいかなということで、4,6 51 万

の中の 15％、697 万円、700 万ぐらいのが入ってます。  

それから３年目、これは４月から、去年の４月から今年の３月
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までの３年丸々１年間、4,697 万円。これはですね、前年より若

干ですけれども、多くなってます。減ってないんです。  

15％が、704 万円が収入に入ってると。あまり金額変わりませ

んけれども、２年間のがはあまり変わり、変わりませんけれども、

700 万前後が１年間に入ったということになって、この間の町長

の報告では、レジ通過人数が去年の、トータルでしたかね、26 万

人っていうのがね、これでいきますとはちきんのレジを通った人

だけ、はちきんとか直販を通った人だけの人数を申し上げますと、

１年目が 11 万９千人の人が１年目。２年目が 11 万２千人、それ

から３年目が 10 万３千人。  

これいきますと、あれですよね。ほかのレジもあるんですけれ

ども、この直販のレジから行くと、かなりの人数が買ってくれた

ということになるわけでございます。  

以上がはちきんだけの、農販物直販だけの収入ですけれども、

そこでですね、道の駅の経営が、３年目から大体が怪しくなって

きて、それで手当をしながら続けていくというのが、どこの道の

駅でも抱えている問題だと思うんです。  

そこで３年目からいわゆる、下がったらあかんのですけども、

それは後から質問するとして、今までの直販だけを申し上げまし

たけども、例えば農産物直販でも、はちきんに入ってない方があ

る、おるんですよね。  

その人の収入とかですね、それから道の駅が直接仕入れをして

いる品物がありますよね、幾らか。それから、これ収入ですよね。

収入になる収入減ですよね。元ですよね。  

それから、先ほど言ったアイスクリームの横畠さんの手数料。  

それから、物販、お土産なんかの手数料。  

それから西村商店の手数料。  

それからその他収入源がありましたらですね、こういうものを

合わせて収入にして、それで差引きをしていくわけですが、あと

は、今分かればですよ。  

例えば、今度は経費の部分、どればあ行ってるのか。聞くとこ

ろによると、電気代が１年間２千万ぐらい要ると、いう話も聞き

ます。  

それから補修修繕、通信費、人件費、事務費、車両費、税金、

こんなのはずっと経費で要るわけです。  
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先ほど言った、収入と経費の差引きで経営が成っていくわけで

すので、まず先ほど言いました収入と支出について、大体大まか

なことが分かっておれば。それから、パーセンテージが先ほどは

ちきんで、やない、直販では 15％言いましたので、そのほかの店

舗の収益源のパーセンテージ、分かっておればお答えいただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

産業振興課長、下八川君。  

産業振興課長（下八川久夫君）  

それでは、中村議員のご質問にお答えさせていただきます。  

収支の細かいものについてはですね、それこそあの９月の定例

会のときに、詳細についてはご説明をさせていただこうと思いま

す。  

今回のご回答は、財団のほうからですね、道の駅の指定管理の

実績報告が上がってきておりまして、その中で回答できる範囲に

ついてお答えをさせていただこうかと思いますので、ご了承くだ

さい。  

まず、市場ですね、市場の部分につきまして、「はちきんの店」

さんが昨年度、前年ですね、令和６年度との対比になっていきま

すが、令和６年度の対比で 101％の売上げがあります。これは先

ほど議員がおっしゃられましたように、4,697 万６千円という形

になります。  

委託に関しては、販売が前年比 102％で、6,132 万５千円とな

っております。この手数料に関しましては、商品によって異なっ

てきますので、詳細については財団法人のほうの物販担当に確認

する必要がございます。  

買取販売、道の駅が買い取って販売したものについては、前年

比 105％で、売上げとしましては 6,514 万８千円。  

酒が前年比 105％を、1,696 万４千円。  

ごちそうラボのバウムクーヘンに関しましては、前年比 90％の、

1,089 万９千円となってます。  

ごちそうラボのカフェのところの発券機での売上げが、前年比 1

29％の 581 万４千円という形になっております。  

そしてテナント関係ですね、西村商店さん、横畠アイスさん、

ブラン・アトリエさん、そこに関しまして、横畠アイスさんは前
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年比 97％、西村商店さんに関しては前年比 109％、ブラン・アト

リエさんに関しましては、途中で撤退という形になりますので、

前年比が 38％  

すいません、実績の売上げに関しましては、西村商店さんのほ

うが約１億円で、横畠アイスさんのほうが約 1,800 万円、ブラ

ン・アトリエさん約１千万というような形になっております。  

そのほかですね出店、道の駅に入って出店されてる方、アクセ

サリーとか売ってる方がいらっしゃると思いますが、そういった

ところでの収入であったりとか、自動販売機の手数料の売上げ、

そういったものを合わせまして３億 8,663 万４千円というような

売上げの実績という形になっております。  

詳細につきましては、また９月の定例会のときにご説明をさせ

ていただこうかと思いますので、よろしくお願いいたします。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

最後に言っていただいたその３億８千というのは、今までのト

ータルの意味の３億８千という意味なんですかね。  

議長（松浦隆起君）  

産業振興課長、下八川君。  

産業振興課長（下八川久夫君）  

そうです、道の駅での経済活動の売上げ、全ての売上げになり

ます。道の駅の、財団としての売上げの部分、テナントとしての

売上げの部分、出店者の売上げの部分、全てを含めて３億８千と

いう形になります。  

ですので、財団の収入というところでいけば、また別の形にな

りますが、例えば、例えばテナントさんですね、先ほど申し上げ

ました西村商店、ブラン・アトリエさん、横畠アイスさんからの

テナントの収益に関しては、その使用料とか、あとは光熱水費と

か、必要な負担をしていただくものを合計しまして、令和７年度

は約 1,200 万円の収入となっております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  
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大体収入分かりました。ただ、言いにくいというか出しにくい

というか、テナントに入っているものはそれぞれ一律ではないと

思うんで、そこの内訳も欲しかったですが、それは、言えれば言

っていただきたいと思いますが、どうですか、分かりますかね。  

議長（松浦隆起君）  

産業振興課長、下八川君。  

産業振興課長（下八川久夫君）  

お答えさせていただきます。  

えっとですね、細かな収入が手元にはないですが、テナントの

使用料に関しては、レストラン、ベーカリー、ファストフードと

いうことで、それぞれ条例の中でですね、１平方メートル当たり

の単価というものを決めております。  

また町内事業者なのか、町外事業者なのかによって単価が変わ

っております。それに合わせまして、売上げの４％をいただくと

いう契約になっておりますので、また詳細についてはですね、ま

た改めてお知らせさせていただきます。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

あのね、これなかなか計算するのも、ちょっと時間がかかりま

すので、それから詳細については、また後でということでござい

ますので承知をいたしました。  

それではその、先ほど質問の中でその経費についても質問をさ

せていただいたんですけれども、大体大まかな細かいところは分

かってなかったらいいんですけれども、大まかな感じでこれぐら

い、これぐらい、これぐらい要ってるというふうな。  

特にその電気代が１千万ぐらいという話は聞いたんですけど、

それと人件費っていうのが一番よけ要ると思うんで、その辺のこ

とが少し分かっておれば聞かせていただいたらありがたいと思い

ますが、どうでしょう。  

議長（松浦隆起君）  

副町長、田村君。  

副町長（田村正和君）  

おはようございます。  

細かい数字は控えておりませんけども、財団のですね、決算の
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状況も踏まえましてご説明をすると、一般の企業でいう売上高、

売上高、財団でいうと経常収益。経常収益についてはトータル、

令和６年度と比較して 0.1％減。２億 600 万と理解をしておりま

す。  

この内訳は、先ほど課長のほうから説明をさせていただきまし

たけども、収益事業がメインですけども、テナント手数料、それ

から、おもちゃ美術館の入館料、あと道の駅内の言われている販

売、それから外商。で、好成績だったものが販売、あそこの道の

駅内で売っている販売と外商が上がっています。６年度のベース

で比較してですね。  

それから下がってるのはテナント料であるとか、それから、お

もちゃ美術館の入館者数が下がったと。下がった部分をあそこの

販売で補ったという形になっております。  

で、あと一方で経常費用は、前年度と比較をしまして、ほぼほ

ぼ同じで、営業利益、営業利益が 970 万ですので、売上高、経常

収益が２億 600 なので、この差額が経常費用ということになりま

すので、また詳しいご説明は、またさせていただきますけども、

ほとんどが人件費、それから、主なものは人件費、それから電気

代、委託料などなどだというふうに理解をしております。  

人件費については、やはり上がっていますので、６年度と比較

しても上がってたというふうに記憶しております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。ありがとうございます。  

970 万、１千万弱ぐらいの利益が出たということで、今までの

ことからいくと一安心ですけれども、先ほど何回も申し上げます

けども、３年間は大体が大丈夫なんですけども。これからのこと

が非常に心配をされるわけです。  

特にですね、今後、経営が心配されるということを申し上げま

したけれども、副町長がトップなんで、副町長にも聞きたいんで

すけれども。  

今後ですね、経営を下げない。上がっていけば一番えいですけ

ども、今までのことを、現状維持をずっと続けるという意味の中
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からですね、課題とかですね、問題とかですね。そこの辺に抱え

ている、もちろんアドバイザーの方にですね、アドバイスをいた

だいているんでと思うんですが、何かそういう今後の課題という

ものがお気づきであれば、聞かせていただいたらありがたいと思

うんですが、いかがでしょう。  

議長（松浦隆起君）  

副町長、田村君。  

副町長（田村正和君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

課題、課題ということですが、先ほど少し触れましたけども、

お客さん、年間平均して、３年間ですけども、30 万人。レジ通過

で 30 万人、ざっとです。ざっと 30 万人で、販売額、あそこで全

部のレジで販売した額が４億円で今推移をしております。  

これが今現状を言うと、やはり少しお客さんが減っているって

いうのは事実だろうと。  

７年度の決算で言いますと、まずテナントの手数料が減ってい

るということは、テナントに来るお客さんが少し減ってるのじゃ

ないかなと。それから、おもちゃ美術館への入館者数が減ってい

ると。  

ただ、道の駅内で売っている販売額は上がっているので、お客

さんが減っても、販売、１人の方が買っていただいている額が上

がっている、ということもありながら、今何とか販売額で４億円

を維持している。  

ですので、課題としては、やはり人に来ていただくっていうこ

とを、これから、当初の目標が 40 万人来ていただきたいという目

標でしたので、そこに何とか近づけたいという思いがあります。  

あとは、費用、かかる費用に関しては、やはり人件費が上がっ

ているということと、あと物価高騰なんかもあって電気代も、や

はり心配なところだというふうに今、分析はしております。  

やはりあの、３年目、議員おっしゃられるように、３年目の４

月はお客さんがやっぱり、減ってきておりましたけど、５月は昨

年度とベースと比較しても、販売額も入り込み客数も増えてまし

たし、いろいろその年の、例えば連休の日数であるとか天気であ

るとか、そういうのもすごく左右されますし、難しいところでは

ありますけども、やはり課題としては、お客さんに飽きることな
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く来ていただくということをやっぱり、何か施策を打っていくと

いうことが必要だろうと感じています。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。ありがとうございます。  

私も個人的に経営者の端くれといいますか、はちきんの経営を

担ってる１人でございます。  

そこで非常に、「はちきんの店」もですね、この経済の中で、

生産量とかですね、お客様を増やすとかという意味で努力をして

まいりました。それは１つは経費を削減する、要らない経費は削

減するということと、あと売上げを上げると。そうすると利益が

できるという単純な計算なんです。  

そこで、私たちの「はちきんの店」でもですね、人件費の問題

が非常に大きくて、例えば、時間的にここは店員さん１人でいい

よねっていう部分が、２人でやってた経過があって、店員さんに

は気の毒なんですけども、午前中は２人やけども午後は１人でや

ってよと。大変抵抗があったんですけども、それでＯＫをしてい

ただいて人件を減らしていく。  

そして、本店でもですね、東京のほうに送ってた荷物があった

んですけど、だんだん減って、その専門の子が、店員がおったわ

けですけども、それはもう切り捨てて、減してと。人件費どんど

ん減らす。それから家賃収入が、高知のテナントがあったんで高

いので、そこに安くせえということで安くしてもらったりですね、

そういう経営努力をする。  

さらにはですね、売るものについて、売るところを広く構えて

買ってもらう、いわゆる売上げがいる。  

こういう努力をしてきて、今年は幸いに黒字が、かなりと言う

たら申し訳ないですけども、努力の結果が出たということで出て

いるんですね、「はちきんの店」でも。そういった努力がこれか

らの課題として、道の駅にもですね、かかってこようかと思いま

す。  

副町長のほうも承知のことだと思って努力をさせていただいて

おると思う、していただいておると思うんですが。課題と言って
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はそれというふうに思います。  

ただそれを、道の駅が具体的にどうしていくかっていうのが、

今、探り探りの中の状態だと思うんです。  

そこで役立っていただきたいのは、アドバイザー。成沢さんで

すよね。そのために成沢さんを雇ってるんではないかと思います

ので、今、その成沢さんがアドバイスをしていただいている内容

をですね、ちょっと具体的に教えてほしいと思いますのでよろし

くお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

産業振興課長、下八川君。  

産業振興課長（下八川久夫君）  

お答えいたします。  

今ですね、道の駅の財団のスタッフが中心になりまして、佐川

ジャンプアッププロジェクトとしまして、道の駅の認知度を上げ

る、売上げを上げる。あと、バウムクーヘンの認知度と、売上げ

を上げるということを目的にしまして取り組んでおります。  

アドバイザーの成沢さんとは、Ｗｅｂミーティングを月２回実

施しております。そのうち１回は、ゲーミフィケーションの理論

を学ぶ勉強会で、道の駅の職員全員参加して、基本的なところを、

学んでいる。もう１回は、データ班によりまして、道の駅のデー

タの整理と分析を行っております。  

ゲーミフィケーションの理論を学ぶ勉強会では、そもそもゲー

ミフィケーションとはどのような理論なのか、人間の行動原理や

欲求、属性はどのように分類されるかなど、基本的な事項を学び

まして、ゲーミフィケーションを活用した成功事例であったり、

道の駅との競合比較などを今後行っていくという形になっており

ます。  

データ分析に関しては、売上げや商品などのデータを誰が見て

も分かるように整理をした上で、グラフにするなど見える化に取

り組んでいるところです。  

今後はデータ分析を基にして、ゲーミフィケーション手法を用

いた企画を実行していくという形になりますが、現状ですね、道

の駅に来ている、今、道の駅が保有しているデータの中では、道

の駅の利用者が、どこから、どのような目的で、誰と来たか、滞

在時間とか満足度、そういったものが分からないということもご
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ざいますので、そういったことができるクロス分析はできないと

いう状況になっているので、的確な企画立案ができないというこ

とです。  

ですので、そのゲーミフィケーションをとおして実施している

中で、財団のスタッフのほうからアンケートを実施しようという

話が出てきまして、現状ですね、道の駅でそういった利用者のア

ンケートを実施をしているところです。  

１回目は５月 30 日の土曜日にありまして、２回目を６月５日の

金曜日に実施して、現在 200 名のアンケートを活用、集めており

ます。目標は１千件ぐらいをまず集めろう、というところで取り

組んでおります。  

成沢氏には、このアンケートを実施する際のフォーマットって

いうか基本的な、こういう形でやれば大丈夫というような、アン

ケートのひな形をいただいたり、それをさらに改良したものに対

しての意見をいただいたりということと、データ分析する際の入

力フォーマットのほうの提供をいただいたりというようなことを

していただいたり、あとはデータの見える化の部分に関しても、

どのようにしたほうが見やすいのかというアドバイスをＷｅｂミ

ーティングでいただいたものに対して、スタッフのほうが手直し

したものを送ってそのやり取りをしながら、見える化を、よりよ

くするためのアドバイスを随時いただいているというような形に

なっております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。ありがとうございます。  

心配をしておりましたのは、成沢さんという方が、どんな、ど

ういう経歴でどういう力を持ってるかっていうのは、まるっきり

私たちは知らない、未知の世界の力なんで。  

すごい大きな企業の経営を立て直したという実績もあるようで

ございますけれども、道の駅についての、そんなことやったこと

があるのかっていう、私、質問したら、ちょっと分かりませんと

いうことで聞かされておりましたので、心配をしておりました。  

それはなぜかというと、どこの職場も同じだと思うんですけれ
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ども、店員さん、職員さん、そこに関わる人が一生懸命その仕事

を愛して、努力して、汗かいて、泣きもってでもやる。その信念

がないと、どの組織もよくならないというのが私の考えで、道の

駅もいくらデータ分析をしても、こんなこと、こんなことをお客

さんがあるき、こういうことがえいですよって出ても、中で働く

人はそのことに一生懸命になり、佐川愛っていうものを含めて、

まきのさんの道の駅を、佐川の発展のために一生懸命頑張るのだ

という気持ちを持たなければ、いわゆる「仏を作っても魂入れず」

ということになってしまわないかという心配をしておったんです

けれども、先ほど聞きますと、店員の働く意欲についてもアドバ

イスをいただいているというふうな話なんで、大変うれしく思っ

てます。さすが大きい企業を建て直した力がある成沢さんだとい

うことで、今は新たにですね、目からうろこだということの思い

があります。  

そういった形でですね、ぜひ、多分１年間の契約だと思うんで

すけども、１年間成果が出るようにですね、努力をしてもらいた

いと思います。  

そういうことの考えでやればというふうな思いもありますけれ

ども、副町長、私の考えはちょっと古すぎる、浪花節やないか、

というふうなこともあるかも分かりませんが、それで私の意見に

対してどうですかね。意見を聞かせていただきたいと思います。  

議長（松浦隆起君）  

副町長、田村君。  

副町長（田村正和君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

中村議員がおっしゃられているように、職場でやっぱり働く職

員の意欲っていうのは、非常に重要だろうと思っています。私も

そういうふうに感じております。  

今、成沢さんと打合せもやっておりますけども、職員も積極的

に参加をしていただいておりますし、非常にいい雰囲気というか、

皆さん、職員が前向きに、とにかくポジティブに物を考えて、今

いい関係で取り組んでいただいているというふうに感じておりま

すので、そこは財団法人に限っては心配をしておりませんので、

少し見ていただければと思っております。  

以上です。  
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議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。ありがとうございます。  

やっぱり先ほど言ったように、副町長も同じ考えだと思います。

組織は人なりといいますので、人が本当に気持ちを込めて働かな

いと、組織よくならないというのは原点でございます。  

それでですね、さらに申し上げておきますと、そのことがです

ね、今度は佐川の町民に浸透していくということが大事だと思い

ます。  

私たち、「はちきんの店」もですね、道の駅とはちょっと離れ

小島のような感じがしておりました。いろんな事件もありました

し、宮中さんもおらなくなったんですけれども、ある程度のです

ね、当初は、「はちきんの店」に直販の担当の、道の駅が、方が

来てくれて、「はちきんの店」へ来てくれて、「どうですか、こ

んなものが売れる、売れるけど持ってきてくれませんか、どうで

すか」っていうのを、コミュニケーションをしよったんですよね。 

ところが、あるときからぴったりなくなって、何でこんな品物

が道の駅からはちきんの本店に返品で返ってくるろうと。新しい、

まだ売れるやないかって思うものがということが、コミュニケー

ションがないからですね。妙に勘ぐったり、あれ、これ昨日出し

ちゅう日付で、今日、はや返品で返ってきたっていうものがあっ

たんですよ。  

けれども、そのコミュニケーションがあったときに、やったら、

実はこうこうで１個、ちっちゃい虫が、ショウジョウバエってい

うちっちゃい虫がですねあって、ほとんど見えないですけど、こ

れはお客さんにいかんやろう、っていうことを言われて返ってき

たりする。  

そういうコミュニケーションが取っていけるようにならないと

いけないということで、話をしよったところ、この間、戸田君っ

ていう職員さんがおりますね。戸田君が店に来まして、どうです

かって顔を出してくれたと。  

あっ、これは変わったなというふうな印象で、そういったキャ

ッチボールをする、特に、今度は山中君が駅長になったんで、佐

川の出身でもありですね、司牡丹に行きよったということもあっ
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て、今度は佐川の企業さんなり、それから町民さんなりをよく知

ってますので、そういったことを踏まえて、佐川の町民が行きや

すい道の駅も、行きにくいとは言いませんよ今、行きにくいとは

言いませんけど、ちょっと離れ小島に思ってる、私みたいに思っ

てる人が多いんではないかと。  

だから、佐川の町民にも手が届くような場所であってほしいし、

施設の中身も改良してですね。例えば、喫茶店をこしらえて、そ

こにコーヒーを飲みに行くだけでも佐川の町民が行けると、いう

ふうなことでやってほしいし、佐川の町民に行った人がある、調

べたら５％ですかね、何か。すごい少ない人数でしたので、もっ

と常に行けるような道の駅にして、さらに発展を、また町外から

も愛される道の駅につくってほしいということで、ますます期待

を申し上げまして、私の道の駅に関しての質問は終わらせていた

だきます。  

何か言いたいことがありますか。はい、どうぞ。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

すいません。  

ちょっと一言、ちょっとだけ道の駅と関連がございますので、

ふるさと納税の増額とですね、財団の収益増、収益がちょっと落

ちてきている状況もありますので、これから実施を予定しており

ます事業につきまして、情報共有といいますか、取り組みについ

て少しご説明をさせていただきたいと思います。  

今年の３月にですね、ふるさと納税の先進地であります、北海

道白糠町のほうにですね、担当職員とふるさと納税の取り組みに

つきまして、視察に行かせていただきました。  

具体的な取り組みにつきましては、様々な勉強をさせていただ

きました。  

白糠町につきましては人口約７千人の町で、佐川町より人口が

少ない海沿いの町ではありますが、ふるさと寄附の受入額は約 22

0 億円で、全国トップレベルでございます。  

私が視察させていただいた中でですね、非常に可能性を感じた

のが冷凍食品でございます。白糠町の返礼品の中で特に人気とな

っているのが、エンペラーサーモンとイクラで、いずれも冷凍で
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寄附者にお届けをしている状況でございました。  

当町、佐川町におきましても、冷凍のカツオのたたきが非常に

人気でありますが、冷蔵のカツオのたたきが非常に人気でありま

すが、冷蔵商品であるために消費期限が非常に短くて、遠方の一

部地域にはお届けできない状況であります。  

このような課題は、カツオのたたきだけではなくですね、地域

の農産物でありますとか、特産品、加工品など、様々あるのでは

ないかと考えております。鮮度の維持の限界によるフードロスや

所得機会の創出など、冷凍設備を整備することで解消される課題

もございます。持続可能な地域経済の構築につながると考えてお

ります。  

この冷凍設備に関しまして、冷凍設備の性能、規模、汎用性な

ど、様々な視点で検討した上で、前向きに進めていただくように

担当課にも指示をしているところでございます。  

これをですね、進めることによって、財団の収益の増、そして

ふるさと納税での増にもつなげて、佐川町を活性化させていきた

いと考えておりますので、もう少し時間をいただきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。  

これを言わせていただきました。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

大変ありがとうございます。  

冒頭申し上げました、誠意あるお答えの誠意だというふうに受

け止めさせていただきました。  

私も同感で、はちきんでもですね、農産物で、ヤマトで冷蔵で

送るんですけども、例えばね、タケノコのゆがいたやつ。冷凍で

送るんですけども、非常に鮮度が落ちやすい。技術的にも冷蔵っ

ていう技術が行くならば、そういうのをかなりストックをしちょ

いて、ふるさと納税にすると、佐川の産物として高知県、特にタ

ケノコっていうのがですね、ちょっと表に出るような機会もあり

ますし、そういうのも大変いいと思いますので、えいことを聞か

せていただきまして、非常に努力をしていただくことに感謝を申

し上げたいと思います。  

はい。もうあとは構いませんか。はい。  
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それでは、道の駅は以上にさせていただいて次、黒岩地区ので

すね、柳瀬川の改修について質問をさせていただきます。  

この問題はですね、前回、前々回と議会で質問をいたしました

ので、大変重複をする部分があるとは思いますけれども、それを

承知でですね、質問をさせていただきます。  

このことも申し上げましたが、この柳瀬川の河川改修につきま

しては、５号台風によりまして、50 年の、昭和 50 年の５号台風

によって、激甚災害という指定を受けて、上から順番に工事がで

きていたわけですけれども。諸事情によりまして、下の６キロ、

６区間が未整備になっておるということでございますけれども。

越知町の下からですね、だんだん工事が始まってきております。  

けれども、予算がですね、２億前後ということで非常に少ない

ということで、このままではですね、100 年以上かかりやせんろ

うかというような、地元の心配があるということと、この質問を

したときに、町長はそれでは陳情に行こうぜよという声をかけて

いただいて、17 日ですかね、行くようになっていること、大変前

向きに動いていただきまして、感謝をこの場を借りまして感謝を

申し上げたいと思います。ありがとうございます。  

そこでですね、その陳情の内容をですね、少し聞かせてほしい

というふうに思っております。  

どのような形で陳情をするのかということをですね、具体的に

確認をさせていただきたいということでございますが、まず最初

に、この工区というのはですね、私は大体でもう今までに、情報

で聞くだけの話ですけども、130 億から 150 億ぐらい、全区間や

ると、かかるっていうことで承知をしていますけれども、その認

識でよろしいか、まず、お聞かせ願いたいと思います。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

お答えいたします。  

全体の事業費ですが、現在ですね把握しているのはですね、約 1

10 億円というのを把握しております。  

ただ、こっからですね、最近の物価高騰でありますとか、人件

費の高騰がありますので、多少の上振れはあるかもしれませんが、

今現状では、110 億円と把握しております。  
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以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

110 億円、６キロ区間がかかるという予想でおる。物価高騰で

おそらくこれより安くなることはないと思いまして、それを前提

に話を進めてまいります。  

前町長が平成 28 年、８月の 26 日に陳情に行ってですね、その

時には 15 年以内で工事を完成をしてもらえますようにお願いしま

すということで、陳情に行っているようでございます。  

それから、かなりの年数が経ちますけれども、短くなる傾向が

一向に見られないということで、今回の私の質問、前回の質問、

前々回の質問。  

町長のお答えに、陳情にそれなら行こうぜよという形になって

のことで、110 億円の総予算がかかる、経費がかかるということ

でございますので、これをですね、先ほど言った、前町長の言っ

た 15 年で何とかしたいというこの要望してるんですけども、今回

の陳情でですね、どういう気持ちでこちらが県に陳情に行くのか、

110 億円、今までどおりをちょっと増やしてよ、って行くのか。

この前町長の言われた 15 年で何とかしてよ、ということについて

のもとの、基礎の数字があるんですが、今回、この行く場合には

どういう設定で陳情に行かれるのか聞かせていただきたいと思い

ます。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい。  

その前町長の 15 年というのは、私も聞いておりませんので理解

をしておりませんが、今回の陳情につきましては、佐川町独自で

行くということで、土木部長のほうに高知県の、要望活動に行く

ようには計画をしております。６月 17 日でございます。  

要望の内容としましては、被害の状況、今までの被害の状況の

写真とかを見せてですね、こういった状況になるよと。仁淀川の

本流が増水すると、柳瀬川にバックがかかり、増水して被害が出

るというような状況も、孤立する集落も出てくるというような状
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況を説明させていただいて、これが改修されることによりまして、

孤立する集落もなくなるだろうということとですね、これはちょ

っと平野地区はですね、いい耕作地がありますのでですね、そう

いったところで、今稲作だけではなくてですね、園芸作物とかで

すね、そういったことにも転換して、人口減少にもつながるんじ

ゃないかという意味でですね、早く完成をさせていただきたいと

いう要望をですね、させていただきたいなと思ってます。  

中村議員にもその思いがあると思いますので、その丈を土木部

長のほうに思いきりぶつけていただければ。向こうがどういう判

断をするかはちょっと分かりませんが、なかなか毎年ですね、年

に数回、県、県議会、高松の四国地方整備局、そして国の国交省、

財務省のほうにも要望活動には行っております。  

仁淀川流域の期成同盟会のほうにも、佐川も入らせていただい

てですね、連携して河川の改修は非常に重要な、人命を守るため

の重要なことでありますということも伝えてですね、財務省のほ

うにも、お金を握ってるのは財務省ですので、財務省のほうにも

伝えております。  

分かりましたという、回答は毎回いただいてはおりますが、な

かなか県に下りてくるお金がどうなるかというのは、なかなか理

解はまだ私、詳細については理解はなかなかできませんので。  

それから県のほうからですね、柳瀬川のほうに、配分されると

いうのは聞いておりますが、微増ではありますがちょっとずつは

増えておる状況で、15 年内に、今度の要望のときにもですね、前

町長の思いを、中村議員のほうが伝えていただければいいんじゃ

ないかなと思いますのでよろしくお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

かなりプレッシャーをかけていただきましてありがとうござい

ます。  

この問題はですね、非常に、私自身も黒岩の支所に長くおりま

したので、大変心配して現状を見る中で取り上げさせていただい

ておるんですけれども、早期にこの区間が完全に仕上がることが

望ましいというふうに思っているのは、町長も同じで陳情してい

ると思うんですが、早期に言っておいたらどれぐらいぜよという
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ことになろうかと思うんで。  

例えば、設定をしておきましょう。今まで２億前後っていう予

算がですね、ついてきてるんですけども、10 億、10 億をください

やっていう具体的な案を提案すると、例えばの話を。すると、10

年か 11 年、110 億って言われてましたので、11 年、10 年ちょっ

とで完成ができるので、例えば 10 億ということに設定をして話を

進めていきますと、問題がおっきく分けて３点ほどありますけれ

ども、まず２点ほどお伺いをしておきたいと思います。  

この 10 億っていう事業にもし、年間になるとですね、その業者

っていうのはですね、できる業者、ランクづけの業者が指定があ

ると思うんで、その業者が、ここの近隣でできるのか、できる業

者がいるのかという問題と、もう１つ、10 億という事業になりま

すと、中央西土木の越知の事務所は事務所内にあると思うんです

が、これは人が足らんということになってこようかと思うんです

よね。  

その２つが私の心配するところなのか、問題があるのか。それ

をちょっと課長のほうに聞かせてほしいと思いますので、よろし

くお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

はい。それではお答えさせていただきます。  

まず、10 億円、仮にですね、ついた場合のですね、業者の契約

の問題ですが、中央西土木の越知事務所のほうに確認いたしまし

た。  

それによりますとですね、県の一般競争入札におきましては、

県の要綱によりまして参加できる業者のランクの基準を設けてお

りまして、一定以上の大きい金額、これ基本的に２億円ですが、

２億円を超えますと、Ａランクの業者になるとのことです。  

今、高吾北管内にはＡランクの業者１社しかございませんので

ですね、その大きい金額を１回発注すれば、その地元の業者が受

注できなくなるというのは、そのとおりだと思います。  

ただ県といたしましてはですね、地元業者にできるだけ受注し

ていただきたいという思いがあるということで、その現場条件に

一定左右はされますが、この事業を区分けにするとか、してです
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ね、できる限りの工夫をして、地元の業者が受注できるような体

制を取りたいというふうに考えておるということでお聞きしてお

ります。  

なおですね、今現在の令和８年度の発注状況につきましては、

令和７年度からの繰越予算を活用しまして、７千万円程度の工事

を３件発注しておりまして、これ全て、高吾北管内の業者に発注

しておるとお聞きしております。  

以上です。  

あとすいませんもう１点、次、越知事務所のですね職員のマン

パワーの話につきましては、ちょっとそこまでの詳しい、ちょっ

と話はできておりませんので、またもう１回、その点につきまし

てはお聞きしてですね、回答させていただきます。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

例えば、もし 10 億円という要望したときに、現状できんやない

かとこう言われると大変、何の陳情してるか分からないというこ

とで、原点は、何とかあの区間を早く済ますというのは、これが

一番の原点です。  

というのは、予算をもろうて来ないかんし、予算どっさりもろ

うてきてもできんやったら、地元が優先できんけ、お金もろうて

こんっていうのはおかしな話で。早くするっていうのが原点です

から、それで経費をいただいて、早く済ますいうことを進めてい

くということが大事だと思います。  

それで、もし職員が足らなければ、土木事務所の職員が足らな

ければ補充をしてもらって、それでやっていくのが早くやるとい

うことの原点でございますので、ぜひ、そのことも要望の中に入

れていただくということが大事だというふうに思っています。  

けれどもなおかつ、それでもお金難しいよねっていうことがあ

るかもしれませんので、ちょっと表を出していただきましょう。  

ちょっと見にくいですけれども、これが８年度のですね、土木

の予算です。  

土木予算ですので、その中の、河川というのがですね、右側の

２番目にありますよね、8.8％。これがですね、いわゆる河川に使
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える高知県の予算のパーセントです。そしたらこれ幾らかと言い

ますと、大体 90 億円が 8.8％になります。  

それを確認していただいて、次の表をお願いします。  

これですね、ちょっとこれも細かい、もっと上げてくれる。  

自分が丸をつけてたのはあれ消したんかな。ありますよね。  

この丸をつけているところに、見ていただく、もっと大きくし

ていただくと、90 億円、90 億円何ぼというような数字が出ますけ

ども、それが、河川の予算ですけども、いわゆる 8.8％。  

なおかつその中に、ずっと下げていただきますと、はい、40 億

というのが見えてきましたね。河川改修にかかるのが 40 億。これ

が８年度の県の予算です。  

いわゆる 90 億あるけれども他のダムとかですね、いろいろに使

わないけませんので、本当に純粋に河川改修に使えるという金が、

40 億円かし、県の予算では８年度はないんですよね。  

それを確認した上で、10 億という先ほど金額を言いましたよね。

これはですね、なかなかハードルが高いっていうのは、現実の数

字です。  

町長も、はっきり予算というのはどれぐらい組まれているのか、

ちょっと把握してないって言われましたので、この数字を見てい

ただきましたんですけれども。  

このハードルを越えて 10 億の要求をするっていうのが非常に難

しいのが現状ですが、これを枠を大きくしていただくことが、い

わゆる 40 億の中に、潜り込ますけれども、この枠を 40 億、50 億

にしていただくことによって、この柳瀬川の河川改修の予算を取

っていくというのが、今度の陳情の大きな目的になろうかと思い

ます。  

そこでですね、県単純の今年の予算では、国を通じて来るお金

が少ないんで、ここの金額も少ないですけども、来年度の予算に

国の中からお金を入れていく金額の枠を増やしていただいて、5

0％県負担ができますけれども、それでも頑張っていただいて、こ

この枠を増やしていただける陳情が、根本的な考えになろうかと

思うんですが。  

ここまでちょっとお話をしましたが、町長、これ私の考えちょ

っと間違うちょりますかね、ここはあの難しいハードルやけんど

やらないかんと思っていただけるのか、ちょっとそれを聞かせて
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もらいたいと思います。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい、お答えさせていただきます。  

この予算書の中でですね、40 億の中でですね、なかなか 10 億

円の獲得というのは、なかなか 25％、30％近い予算をもらわない

かんということですので、なかなかそれは厳しい状況ではありま

す。可能性はゼロではないと思ってます。  

中村議員の言うようにですね、国から来るお金を増やしてもら

うことが一番だと思っておりますので、その辺もですね国のほう

にも、財務省のほうにも言っておりますので。県も一緒に言って

おりますので、やはり要望を続けていくことが継続してですね、

大切じゃないかと思っております。  

今、基本は国から来るお金がですね、県のほうに来るお金を増

やしていただく。40 億、50 億、60 億にしていただいてですね、

少しでも予算を増やしていただけることが一番じゃないかと考え

ております。考えは中村議員と同じでございます。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。そこでですね、そのパイプを大きくしていただいて、こ

の金額を増やすことは、10 億に対して、限りなく近づけるという

ことでございますが、そしたら、その気持ちになっていただかん

といかんわけですよね。県なり、国なりが。そこで、これは先ほ

ど町長が何で黒岩地区にこの河川改修が必要なかっていうことで、

少し触れていただきました。  

私もそのことを言おうかなというふうに思っていましたけれど

も、物語がいるんですよね、この、おっきい陳情には。なぜそれ

が必要なのか、という物語がいる。  

この間、日高の大きい隧道の何百億というお金を、国がやった

んですけども、その陳情の背景にはですね、日高村の事情という

ものがあって、特に人的災害があるということもあったし、それ

を軽減する。それで地域の経済をですね、発展をさすとかですね、
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先ほど町長が申し上げ、少子高齢化に対してですね、対応すると。 

こういった問題をダイレクトに解決するために、この事業が必

要ですよと、いうことによってお金が生まれてくるというような

説得力をないと、なかなかですね、できない。ということは今度、

中村卓司が行ってちょっと県に強うアピールせえよと、それだけ

ではですね、なかなかできんので、これは 17 日に行く前にですよ、

打合せをしてですよ、誰がどんなことを言って、どういうふうな

内容で言うかというものを、ちょっと話に聞くと、その当日の午

前中でも打合せをしようぜよっていう話をしているらしいんです

が、それではですよ、こんなその熱い思いが伝わらんと思うんで

すよ。  

手前にですよ、17 日の手前に、１日取って、陳情団の人のメン

バーみんな集めて、こうやるぜよっていうことの作戦会議をして

から行かんと、とても熱が伝わらないと思うんで、ぜひですね、

手前にちょっと熱い会をしてほしいと思いますが、いかがですか。 

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい。お答えさせていただきます。  

私も課長のほうからですね、陳情の日にちょっと打合せをして

から、要望活動に行こうということは話を聞いております。  

中村議員のおっしゃるその、前日でも前々日でも、その予定、

ちょっと予定がまだ未定ですので決まっておりませんが、それは

また課長、担当課のほうとも協議をして、連絡させていただきた

いと思いますが、その熱い思いを伝えるってことは本当に大事だ

と思ってますので、ぜひ熱い思いをぶつけていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。  

日程については、また協議をさせていただきますので、よろし

くお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

中村君。  

12 番（中村卓司君）  

はい。ありがとうございます。  

やはりね、何事にも熱意が必要で、それが通じて初めて物が動

くということでございますので、ぜひですね、１日会を取ってい
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ただいて、日程的にも、こともあるかも分かりませんけれども、

このことはもう将来、佐川町にとって 50 年、100 年の、課題が解

決するか、せんかにかかっておりますので、ぜひ、会を取ってい

ただくことをお願いを申し上げまして、私のこの場の質問を終わ

りたいと思います。  

ありがとうございました。  

議長（松浦隆起君）  

以上で、12 番、中村卓司君の一般質問を終わります。  

ここで、10 時 25 分まで休憩します。  

 

休憩　午前 10 時 08 分  

再開　午前 10 時 25 分  

 

 

議長（松浦隆起君）  

休憩前に引き続き、会議を開きます。  

引き続き、８番、宮﨑知惠子さんの発言を許します。  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

先ほどの中村議員の熱き思いを受けまして、私も、その思いで

頑張っていきたいと思います。  

それでは、議長のお許しをいただきましたので、５つの質問を

させていただきます。  

８番議員の宮﨑知惠子でございます。  

先日、佐川町国民健康保険条例の一部を改正する専決処分で、

子ども・子育て支援の納付金を加えるとの報告がありました。  

そこで、以下の質問をさせていただきます。  

子ども・子育て支援についてお伺いをいたします。  

国民健康保険の公的医療保険に上乗せして、徴収される子ど

も・子育て支援金による住民負担増と内容の説明をお願いいたし

ます。  

議長（松浦隆起君）  

健康福祉課長、岡﨑君。  

健康福祉課長（岡﨑省治君）  

宮﨑議員のご質問にお答えをさせていただきます。  
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私のほうからはですね、子育て支援制度の趣旨とか、そういっ

た説明をさせていただきたいと思います。  

この子ども・子育て支援金制度につきましては、国が新たに創

設される制度でございまして、少子化、それから人口減少を日本

が直面する最大の危機ということで捉えて、令和５年に閣議決定

された「こども未来戦略」に基づいて、令和８年度から段階的に

構築するということで、国の説明があっております。  

この支援金制度につきましては、社会全体で子供子育て世帯を

応援していくために、ご高齢の方や事業主の皆様を含む全世代、

全経済主体から、医療保険料と合わせて所得に応じて拠出をいた

だく制度ということになっております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。ありがとうございます。  

またですね、被保険者の負担増はどの程度になっておりますで

しょうか。  

物価高騰が家計を直撃しており、さらに住民負担を強め、独身

料とも言われる本制度を町として住民に対し、その妥当性をどの

ように説明するのかをお伺いいたします。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

それでは、宮﨑議員のご質問にお答えをいたします。  

先ほど議員もおっしゃられましたとおりですね、この子ども・

子育て支援金については、保険料と合わせて負担をいただくとい

うことになっております。  

そこで、被保険者の負担はどの程度かということですけれども、

町として把握ができております国民健康保険と、それから後期高

齢者医療の保険について申し上げをします。  

まず、令和８年度の佐川町の国保では、18 歳以上の被保険者で

試算をいたしますと、１人当たり保険税額が 3,147 円。月額で平

均をしますと 262 円となっております。  

後期高齢者医療につきましては、高知県後期高齢者医療広域連
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合の試算結果を見ますと、１人当たりの保険料額が 1,884 円、平

均月額が 157 円というふうになっております。  

なお、このそれぞれの額につきましては、あくまでも令和８年

度の平均の数字、かつ試算でございますので、実際の世帯の所得

等によってですね、増減があるということをご承知いただければ

というふうに思います。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

健康福祉課長、岡﨑君。  

健康福祉課長（岡﨑省治君）  

私のほうからも少し説明をさせていただきます。  

独身税というお言葉がありましたので、その点につきましても、

少し説明をさせていただきます。  

この子ども・子育て支援金につきましては、制度にですね、批

判的な意味合いで独身税というふうに表現されることもあるよう

ですけれども、独身の方のみに負担をしていただくというもので

はございません。  

この支援金により拡充される給付を受けるのは、確かに子育て

世帯ということになりますけれども、拡充された給付によって育

った子供たちは成長して、やがて社会保障制度の担い手になりま

す。  

先に説明しましたとおり、この支援金制度は、社会全体で子供

子育て世帯を応援していくために、独身の方やご高齢の方、事業

主の皆様を含む全世代、全経済主体から保険料を、医療保険料と

合わせて、所得に応じて拠出いただく制度になっておりますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

今、住民課の課長からもお話をいただきましたけど、令和８年

度は 262 円でしたかね、徴収ということですけれども、10 年間、

10 年まで、やっぱり少しずつ遡るということですが、増額される

ということですかね。満額になるのには、10 年ということでよろ

しいですかね。  

議長（松浦隆起君）  
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住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

はい。お答えをいたします。  

議員がおっしゃられたとおりですね、令和８年度があくまでも 2

62 円という形で、こっちのほうは国の試算、しかも令和７年３月

時点の試算ですけれども、国の試算によると、国民健康保険を例

に取りますと、８年度が 250 円、９年度が 300 円、10 年度が 400

円という形で、少しずつ上がっていくということで間違いありま

せん。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。ありがとうございます。  

えっとですね、子供子育て関連事業につきまして、事業の総数

及び、総数事業費はどのようになっていますでしょうか。  

その財源として国費、県費、町費はどうなっているのか。  

また、子供子育て関連は、主としてどのような成果を目的とし

て実施していますでしょうか。  

これは今、先ほど答弁をいただきましたので、この件について

は、よろしいですので。  

またですね、政府の適正化と財政健全化を進めるために、各事

業について事業の見直しや廃止を行っているのかということを。

昨年ですね、12 月にも田村議員のほうからも質問がありましたの

で、これまでに事業の廃止、削減を行った実績があるのであれば

お伺いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  

健康福祉課長、岡﨑君。  

健康福祉課長（岡﨑省治君）  

お答えをさせていただきます。  

子育て世帯の世代のですね、制度の予算等につきまして、ご説

明をする前に、まず、この子ども・子育て支援金制度につきまし

ては、国が示しております、国が進めるですね６つの制度につい

てのみ、適用、充当できるということでございまして。この部分

につきまして、少し説明をさせていただきますと、この６つの制

度、仕組みについてはですね、まず１つ目、児童手当の抜本的な
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拡充、令和６年 10 月から高校生世代までに延長されているとか、

第３子の金額を増額したというものでございます。  

それから、妊婦のための支援給付ということで、出産・子育て

応援交付金、国が進めるものでございます。  

それから、この４月に全国で始まりました、こども誰でも通園

制度。  

そして４つ目に、出産後の休業支援給付。  

５つ目に、育児時短休業給付。  

そして６つ目に、国民年金第１号被保険者の育児期間に係る保

険料の免除措置ということで、これらの子ども・子育て支援金に

ついては、国が進めるこの６つの制度に適用、充当されるという

ことになってます。  

佐川町のですね、子供子育ての支援の事業につきましては、こ

ういった児童手当もありますけれども、全体はなかなかちょっと

今、手元に数字がございませんが、佐川町の独自でですね、子育

て世代の、向けの支援をしております。  

これは妊娠 28 週目以降の出産準備支援給付金であるとか、保育、

小中学校の給食費の無料化、そして、医療費助成の 18 歳、高校生

世代までの引上げ、そして、第２子以降の保険、保育料の完全無

料化ということで、その金額、かかる予算額としては年間数千万

円規模ということで、年間支出しております。  

そしてですね、事業の見直し等に係る部分につきましては、も

ちろんその子ども・子育て支援の制度も含めまして、毎年予算編

成方針に基づいて、無駄なものがあるかどうかも含めまして、事

業内容や予算額について見直しを行っております。  

一方で、令和６年度に策定いたしました、この「佐川町子ど

も・子育て支援事業計画」第３期になりますけれども、ここでで

すね、子育て世帯に対して行ったアンケートでは、少子化対策へ

の考え方として、「子育てや教育にかかる費用が抑えられるよう

な取組を進めるべきである」といった回答が最も町民の方、多く

ですね、全体の約６割に上っております。  

町といたしましては、子育て世帯の経済的負担の軽減策として

だけでなく、これから結婚や出産を考える世帯に向けたメッセー

ジとしても、今後とも町独自の子育て支援策、こういったものの

拡充を図っていくことは重要だというふうにも認識をしておりま
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す。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。ありがとうございます。  

それは国から送られてきた金額とかいうのは分かりますでしょ

うか。  

議長（松浦隆起君）  

健康福祉課長、岡﨑君。  

健康福祉課長（岡﨑省治君）  

お答えをさせていただきます。  

子ども・子育て支援金につきましては、先ほど住民課の課長も

申し上げましたが、様々な主体からですね、いただいて、その国

のほうが納めるような形になっています。  

市町村に下りてくるお金といたしましては、先ほど申しました

児童手当の拡充部分であるとか、いうところの経費に充てられる

ということでございます。  

金額総数につきましては、今、手元にございませんが、例えば

住民１人当たり幾らという下り方ではなくて、その事業に充てら

れる充当財源として、ということの考え方でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。分かりました。  

また詳細が分かればお伺いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。  

先日、議員懇談会や、町民の子育ての方の中でも、給食費無料

化への疑問はありました。  

今後、自治体の財政負担が増え、町の税金で負担する必要があ

るなら、給食費は私たちで払うので、重点支援を優先すべきとの

声も上がっておりました。  

そこで、独自の子育て事業及び予算の報告をお願いいたします

ということでございましたが、既にいただきましたので、はい、

割愛させていただきます。  
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町としての方向性とか考え方はよく分かりましたけれども、私

としては、本当に幸福を実感できるまちづくりを実現したいと思

っております。  

今の政治は、国も自治体も給付金の支給ばかりをして、何かを

もらうのが当たり前の風潮をつくっているのではないでしょうか。 

ここで、先日、高知新聞のオピニオン投稿を紹介させていただ

きます。「野ガモにならないために」という演題で、高知市の松

岡友子さんという方の投稿でございます。  

「イランでの戦争でホルムズ海峡が混乱する中、政治の補助が

なければ 200 円台に突入しているらしいガソリンを、私たちは 17

0 円で入れることができ、平和な日々を送っています。このニュー

スを見て、ある話を思い出しました。デンマークのある老人が、

渡り鳥である野ガモに餌を与えていました。寒い冬が来ても定期

的に餌がもらえると、次第に野ガモはぶくぶくと太って、渡り鳥

の習性を失ってしまったのだそうです。ある時、その老人は亡く

なり、野ガモは解けて流水で溺れて死んでしまいました。この話

を、様々なことに教訓を与えてくれると思います。世界各地で起

こっている戦争に対しても、自分たちの平和を享受して、危機感

を感じない国民ではいけません。また、教育無償化や給食費無料

は、今の子供たちが親世代になった時代にも、続けられる保障で

しょうか。日本人として、また一国民として、しっかりと地に足

をつけて明るい未来を考えたいですね。」という内容でございま

した。  

この投稿を私は見まして、保障や無償化もしっかりと考えてい

かねば、と深く考えさせられました。  

今の子供たちが親世代になったとき、継続できない保障を与え

ていくということが、本当に子供たちのためになるのでしょうか。

保障、保障で国民本来の力が減退し、自分たちで生きていく力を

失うようでは、本当の愛とは言えないのではないでしょうか。子

供の立場から言えば、親が一生懸命働いて学校に行かせてくれた

姿を見ることで、真剣な努力や恩返しにつながっていたと思いま

す。保障が当たり前になり、感謝の心がなくなり、なるのも問題

だと思っております。  

結局、財源は国民が払った税金や社会保障なので、国民の使え

るお金は結局減ってしまいます。行政も無駄をなくして、本当に
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必要な仕事に絞り込み、べきだと考えております。  

結局、この子ども・子育て支援金というのは、実質的な私は増

税ではないかと思っております。取って配るを拡大する制度であ

り、若い世代の手取りを減らす仕組みになると思います。  

30 年以上少子化対策をしても、出産数は減少する一方でござい

ます。支援の拡大イコール少子化対策とは限りません。町として

状況を把握し、しっかりと町の運営を考えていただけますように

お願いし、次の質問に移らせていただきます。  

２問目の質問でございます。  

教育におけるデジタル化について、お伺いをいたします。  

佐川町は 2019 年からＡＩ型タブレット教材を採用しており、ホ

ームページでは「ミライシード」や「ロイロノート」など、ＡＩ

教材を活用することで、授業を個別最適な学びと、協働的学びを

推進することができると書かれております。  

また、サカワークとして佐川町の教育委員会が作成したオリジ

ナルの副読本、タブレット端末をとおして、町の歴史、文化、自

然、産業を学び、佐川の未来の授業で活用していると思います。  

そこで、教育全体に占めるデジタル教材を使用した教育の割合

は、どの程度に活用しておりますでしょうか、お伺いをいたしま

す。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい、お答えをいたします。  

割合ということですけども、まずどういうものをですね、使っ

ているのかということをご紹介します。  

町立小中学校において使用しております、デジタル教材の主な

ものにつきましては、まず小学校の５年生以上で、国から教科用

図書を補う形で、算数、数学と、英語のデジタル教科書の給与を

受けております。  

次に、ふるさと教育用の副教材、サカワークの学習を深めるた

めのデジタル教材として、サカワークデジタルとサカワークプラ

スを使用しております。  

次に国語、算数、数学、理科、社会、英語における学習の習熟

と習熟状況の確認に合わせて、それぞれの子供さんの進み具合に
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合わせてリードをする個別最適化を目指して、さらには教員の業

務改善と、副教材費についての保護者負担減も考えまして、ベネ

ッセ社の人工知能型の教材「ミライシード」を導入しております。 

子供同士、それから教員とのコミュニケーションと、コミュニ

ケーションを進めるためのツールとして「ロイロノート」という

ものも使っております。  

この使用の頻度、度合いにつきましては、デジタル教科書とサ

カワークデジタル、サカワークプラスの使用を、それからロイロ

ノートの使用等は授業の内容に応じまして、紙の教材を補う形で

適宜使用をしております。  

また、ミライシードにつきましては、各校、各学年により若干

の差がありますけれども、授業中と家庭学習で、学習の習熟と習

熟度合いの確認を中心に活用されております。  

ただし、これは、ドリルやワークブックなど従来の紙の教材で

すね、あれとの使い分けについて各担任が十分習熟をしていない

状況も見られますので、明後日、操作と活用についての研修を実

施することとしております。ということですので、割合何％とい

う性質ではございません。  

はい、以上概況でございました。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。分かりやすい答弁をありがとうございます。  

分かればですね、導入前と導入後で、その子供たちにどのよう

な変化があったか、分かればお伺いをしたいと思いますがいかが

でしょうか。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい。お答えをいたします。  

このデジタル教材の導入と活用につきましては、現在進行中で

して、成果をですね、学力検査等で特定するところまでには行っ

ておりません。  

これを年々学力の定着状況を見るためにですね、町内各校で実

施しております、標準学力検査を副教材のミライシードと連関を
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させるとか、いうようにしていけばですね、ベネッセ社の学力検

査に変更してですけども、こうすると測ってみることができるか

なというようなことは考えます。  

また、サカワークとデジタルの効果につきましては、紙の教材

であるサカワークを深める形で、令和３年度から３年間の取り組

みで、町立小中学校の児童生徒の佐川の自然、文化財、偉人に対

する認知度が飛躍的に向上しておりまして、佐川町で住み続けた

い児童生徒が平成 30 年の 14.9％から、令和６年には 42.5％に増

加するなどの成果が明らかになっておると。これに貢献をしてい

るものと考えております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。答弁ありがとうございます。  

佐川町では、紙ベースを中心としてそれに補うような形で、と

いう使い方をしているようでございますね。はい。  

統計的にミライシードなどで統計を取るというのも大事なこと

ではないかな、というふうに今お伺いをしておりまして。ぜひ、

またそういう方向で進めていただきたいと思います。  

えっとですね、実際に現場のほうでは職員の業務効率化の部分

で、職員の採点、集計業務の負担が軽減され、その結果、生徒指

導や、授業準備に時間を使えるようになった、という声もお伺い

しております。  

ＩＣＴ機械の管理や、管理や対応が増えて、職員の負担が大き

いという声も聞いております。さらに子供のデメリットも大きく、

手書きの機会の減少で漢字を書く力や、記憶を定着、記憶の定着

が弱くなり、ほかのアプリに気を取られ、成績が下がっていると

いう部分もあると言われております。  

スウェーデンやフィンランドでは、いち早くデジタル教育を導

入した結果、成績の低下が、子供の心身の不調や、心身の不調が

深刻化されたために、紙の教科書への回帰や、スマホの原則禁止

の法則が施行されております。  

ニュージーランドでは、子供の読解力や算数能力、能力も低下

が指摘され、毎日１時間、読み書きに算数、数学の授業を行うよ
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うに義務づけているというのが新聞でも紹介されておりました。  

本町におきまして、マイナス面の克服が見当たるようでしたら

それに対してどういうご努力をされるかということが、あればお

伺いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい。マイナス面というお話でした。このプラス面とマイナス

面を対比をさせてお答えをさせていただきます。  

デジタル教材のプラス面につきましては、音声、動画、立体に

よりまして視覚や聴覚に訴え、子供たちの興味関心を高めたり、

リンクにより学習を深めることが可能です。子供たち、それから

子供たちのそれぞれの認知能力の違いに対応しまして、さらに今

後、人工知能の導入が一層進むことも併せて、習熟度に合い、か

つ個別最適な学習の促進に効果があると。  

次に、リアルタイムで意見を共有したり、活用したり、コミュ

ニケーションとして活用したりするコミュニケーションのツール

としても有効ですと。  

それから、情報の検索、整理、発信の能率が向上し、機会が増

加すると。次に、ＩＣＴの活用能力が向上すると。  

それから、教職員の業務改善についての効果があると、こうい

うことが言われております。  

何よりも、議会の学校訪問でご覧いただきましたように、子供

たちが教室で自在に活用して学びを広げている様子を見ていただ

きますればですね、これを実感することができるかなと思います。 

また、家庭学習につきましても、それぞれの理解や進度に合わ

せた学習ができて、創造的な地域学習が可能になることを期待を

しておりまして、必要に応じてタブレットの持ち帰りをしている

ということです。  

その結果ですね、長期休業中の家庭学習に活用して、個別最適

化を図ったり、夏休みの自由研究で、従来、大きな紙でやってお

りましたものをですね、タブレットで取材、編集して動画や画像

をつけて立体的に表現をする、というような子供たちも増えてき

ていると、こういうところがあります。  

ただその、マイナス面につきましてはですね、この視覚に訴え
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るスマートフォン、タブレットやゲーム機などもそうですけども、

長時間の視聴によって視力や脳の機能に障害が出るということが

言われております。  

これは教育用タブレットにつきましては、学校では教員の管理

下にあって、時間的には短く、児童生徒が家庭に持ち帰る場合も、

午後 10 時以降は使用できないように設定をされておりますので影

響は限られます。  

次に、教員のリテラシーの差によって活用の差が生まれて、教

育の質に格差が生ずるということも言われます。これにつきまし

ては、教育研究所にＤＸ担当指導員がおりまして、これが研修や

実地で教員の支援に努めております。  

次にですね、この人工知能が飛躍的に進歩していることに伴い

まして、この活用が誤った方向に進みますれば、思考力が低下す

るということも言われてます。答えを全部教えてくれますので、

それを聞いた上で、どうするかというのが人間の判断なわけです

けども、こういった弊害が言われております。  

それから、議員ご指摘のように、海外での見直しの例が報道さ

れております。これはですね、最近のものはスウェーデンの事例

が出ておりましたけども、スウェーデンでは 2010 年頃から本格的

にＩＣＴ教育とデジタル教材の導入を進めて、どのクラスからで

もオンライン教材にアクセスできる環境を整えておりますけれど

も、現在はその成果と課題を見ながらですね、デジタル教材とア

ナログ教材を、子供の発達段階やニーズ、教育の目的に合わせて

使い分けるようになっていると、聞いております。  

本町も同様に考えております。  

この、人の学びの過程を見ますとですね、まず自然、家庭、地

域社会などの環境や、読書による文字情報などの情報を取り入れ

て、感性が育ちます。まずこれが大事です。  

その次に感じたことを、その感性から情操が育ちます。  

その次に、感じたことや思ったことを言語化し、言語によって

他とコミュニケーションをして、学びが深まって人格が高まって、

結果として自ら学びに向かう、自立した学習者が育つというプロ

セスをたどります。  

さかわ未来学が目指して、サカワークが体現している、このよ

うなプロセスを重視した授業を実施するために、デジタルとアナ
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ログ、それぞれの長所を生かしながら、子供たちの教育を進めて

まいりたいと考えております。  

このあたりが、サカワークと同デジタルを製作したときにです

ね、紙の教材とデジタル、両方を連関させて設計をしたというと

ころでございます。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。流れがよく分かりました。本当にありがとうございます。 

さすが、佐川は文教のまちということがよく分かりまして、引

き続き、よろしくお願いしたいと思います。  

行政報告ででも、さかわ未来構想の推進で、不登校の低下傾向

が現れているということで、本当にうれしく思っております。  

引き続き、教育は国家百年の計と言われておりますので、文教

の町にふさわしい人材の輩出に向けて、よろしくお願いをいたし

ます。  

続きまして、３問目の質問でございます。  

いじめ防止対策について、お伺いをいたします。  

いじめ防止対策推進法が制定されて以降、いじめ対策に積極的

に関わる学校が増えてまいりました。2024 年の小・中・高の自殺

者は 532 人と過去最多で、その原因としましては、動機の６割が

学校問題で、学校のいじめ隠蔽、いじめ動画の拡散も相次いでお

ります。  

そこで質問でございます。  

本町における、こうした、いじめ設定される問題が、設定され

た問題があるのか、ないのかをお伺いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい、お答えをいたします。  

まず、いじめにつきまして、その定義です。  

児童等に対して、一定の人間関係にある他の児童等が行う心理

的または物理的な影響を与える行為であって、対象となる者が心

身の苦痛を感じているものと定義をされております。  
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この定義に基づきまして、町立小中学校では年間２回から３回、

学校生活についてのアンケートをしております。  

これは、嫌な思いをしたことはないですかということを聞いて

おりまして、これをやってですね、こんなことがありましたとい

う答えが返ってくると、必ず担任がそれを聞き取りをしておりま

す。  

それ以外に、児童生徒の訴え、担任の日頃の観察の結果ですね、

いじめと認定して、本人たちを指導し、家庭に報告をしたような

件数が、小学校でこの年間に 18 件、昨年度ですね。中学校で９件

です。  

なお、いじめ防止対策推進法 28 条第１項というのがありまして、

これにはですね、いじめによって生命、心身、財産に重大な被害

が生じた場合や、長期の欠席を余儀なくされた場合などの重大事

態というものを規定しております。これの発生はございません。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。ありがとうございました。  

防止対策推進法の、には、引っかかってない、引っかかってな

いというか、そういうことはなかったということでございました。 

子供たちをいじめから守るには、本当に今も教育委員会のご答

弁でありましたように、本当に早期発見、早期解決を進めること

が一番大事なことではないかと思っております。  

加害者を叱ることができなければ、いじめは、ごめんなさい、

加害者を叱るということができれば、本当にいじめは一日で解決

できるというふうにも言われております。  

全国では、いじめと認定されていない事案も存在すると言われ

ております。  

いじめをなるべく認めたくない背景に、学校の先生や行政も、

解決方法が分からないという悩みもあるのではないかと感じてお

ります。いじめは悪だよとはっきりさせ、被害者を守り、加害者

はしっかりと処罰し、反省させないと、両方の生徒のためには、

なりません。  

子供たちの将来を思えばこそ、善悪を明確にし、問題解決を図
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ることが大事だと思いますが、本町としてのいじめ対策は、どの

ように行われておりますでしょうかというお答えはいただきまし

たので、学校の条例の中に、いじめを隠蔽した教師の賞罰規定は

設けておりますでしょうか。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい。もしですね、万一隠蔽ということになったらこれは処分

案件になります。  

規定というのはないですけども、これは服務上の問題ですので、

処分の案件になります。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

条例規定はないということでございました。  

今の流れっていうのが、学校側としてのいじめ条例制定はされ

ていないということでございますけれども、最近問題になってい

るのが、重大事態に認定した以降は、関与しないという学校が増

えております。  

それは第三者委員会の調査中で、中となるために、教育委員会

からは何も言えないという対応になるからでございます。  

本来、学校で指導を行えば、いじめの解決はできるのに、当事

者の学校が外の人に頼ってしまうために責任がなくなり、根本的

に解決にはつながりません。  

本町としてこのような問題を、どのように認識をしております

でしょうか。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

はい。ではですね、お答えをいたしますが、まず学校での対応

と、町全体としての対応とに分けて説明をさせていただきます。  

まず、この町立の小中学校では、各校で定める「いじめ防止基

本方針」というのがありまして、これを全教職員で共通理解の上、

先ほど申し上げました調査をはじめ、児童生徒の訴えや、担任の
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観察の結果で、認定をして対応しております。  

また、いじめは許されないことではありますけれども、あり得

ないことではないという前提で、温かく居場所のある学校を目指

して、仲間づくりや人権教育に努めております。  

今の学校現場の雰囲気としてはですね、よく気がついたねとい

う雰囲気ですので、逆にそれを隠蔽すると後ろ向きなことになっ

てですね、批判をされるという状況がございます。  

こういうような取り組みの結果でですね、不登校の発生率が低

下をしておることにも端的に現れているんじゃないかと考えます。 

まず次に、議員、ご説明の中にありました、いじめを防止する

ことを目的とした条例はありませんけれども、佐川町は人権尊重

のまちづくりを進めておりまして、教育につきましては、人権教

育研究協議会を中心として研究活動を進めております。  

加えて、町教育委員会も国や県の指導、この中に「高知県いじ

め防止基本方針」というのもありますけれども、こういうものを

参考にしまして、学校におけるいじめ防止対策として、いじめ防

止問題に対する日常的な取り組み。次にいじめの早期発見、早期

対応のためにアンケートを実施すると。次に、いじめへの具体的

な対応と。それから、そういったものを支えるために、管理職以

下の教職員と外部委員から成る「いじめ防止対策委員会」の設置

などについて示しまして、各校で徹底を図っていると。  

さらに各校でも、高知県の示しました、「高知県いじめ防止基

本方針」に基づいて、各校での「いじめ防止基本方針」を示し、

「いじめ防止対策委員会」を設置して徹底した取り組みをしてい

るということです。  

なお、その条例関係では、万一重大ないじめが発生した場合に

備え、いじめ防止対策推進法第 14 条の規定に基づいて、平成 26

年９月に佐川町条例第 20 号として「佐川町いじめ問題調査委員会

条例」を定めまして、この、先ほど申し上げました重大事態が発

生した場合に、該当、当該事実の確認及び調査を行うということ

をしております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  
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はい。本当に手厚いご指導をなさっているんだなと思って、改

めて感心をいたしておりますが、全国的に見ましてですね、学校

からいじめがなくならないのは、今の教育、宗教的価値感を教え

ることができないからではないでしょうかと、私は１つ思ってお

ります。  

人間がなぜ生まれてきて、一人一人がなぜ尊いのか、これを探

求し、教育していくことは、未来を担う子供たちを育てる上でも

とても大切なことであると思います。  

日本国憲法は第 20 条で、国及びその機関は、宗教教育その他い

かなる宗教的活動もしてはならないという、と定められておりま

すけれども、これは国家神道、神道が国権を背景として、特定の

宗教を弾圧してきたことへの反省から出てきた条文であり、真理

探求や宗教的教育を禁止しているわけではありません。  

しかし、日本では宗教教育への意識がこれによってタブーとさ

れ、とても希薄となっております。  

本来は教育とは、真理獲得を目指すとも、目指すための方法で

あり、一人一人の人間はそれぞれの使命があり、神の子、仏の子

として皆、尊いという、世界宗教共通の宗教的真理を教えること

なくして、他人を思いやる心や、善悪の価値感を教えることがで

きないと言えるのではないでしょうか。  

私は地域の方々とともに、教育の根本的な問題も考えながら、

いじめのないまちづくり条例に努めていきたいと思っております。 

続きまして、救急車※有料化についてお伺いをいたします。  

高知県が進める、県一消防の広域化計画について、昨年度にこ

の町の担当部局や、消防本署の皆様から、直接説明を受け、また、

日頃から高知新聞などの報道にも注視してまいりました。  

組織の統合や効率化といった大きな計画が動き出す中で、私の

友人や支援者の皆様も、この問題について話をする機会が多々ご

ざいます。テレビや新聞の報道を交えながら意見を交わす中で、

議論は単なる組織の枠組みの話にとどまらず、そもそも私たちの

命を守る救急車のあり方や、今後の救急行政はどうなっていくの

かねという、より身近な本質的な問いへとつながってまいりまし

た。  

広域化という大改革を議論している今だからこそ、地域に根差

した救急体制の現状と未来をしっかりと見つめ直す必要があると

※Ｐ１９４に訂正あり
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感じております。  

そこで、住民の皆様の関心が高い、今後の救急車の運送や救急

行政のあり方について、お伺いをいたします。  

現在、日本の救急車は、基本的には無料で、公共サービス搬送

そのものに料金はかからないように決められております。ですが、

そんな中で、軽症なのに救急車をタクシー代わりに呼ぶ行為が問

題視されております。  

もし仮に、今後佐川町でも、軽症利用者が多くなった場合、高

齢化が多い佐川町で、いざ使いたい場合に利用できないという事

案が懸念されてきます。  

もしそういった事例が増えた場合に、利用過多を中和するべく

有料化も考える必要が出てくることも視野に入れて、次の質問、

お尋ねします。  

軽症利用者に対する問題について、どのように解決していくか、

お考えをお伺いします。  

議長（松浦隆起君）  

総務課長、横畠君。  

総務課長（横畠克彦君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

いただいたご質問をまず考える上でですね、現在の状況が大切

であろうかというふうに思います。で、高吾消防にお問い合わせ

をさせて、してですね、確認をさせていただいたところですね、

まず緊急を要さない利用についてっていうところの定義がですね、

難しい面もあるんですけれども、おおむね適正な利用がなされて

いるというふうに認識をしていると、いうふうに回答をいただい

ております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。おおむね、軽症というようなことで呼ぶということはな

いということで承知いたしました。  

続きまして、高吾北消防署で消防車の適正利用について何か取

り組んでいることがございましたら、お伺いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  
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総務課長、横畠君。  

総務課長（横畠克彦君）  

宮﨑議員の質問にお答えをさせていただきます。  

高吾北消防本部に問い合わせをしましたところ、消防庁などの

関係機関から配布されるポスターを、管内の公共施設等へ掲示す

るとともに、消防署のホームページにおいても、適正利用を呼び

かける内容を掲載し啓発を行っており、またですね、住民の皆様

から救急要請をすべきかどうか、個別に相談があった場合は、症

状やけがの状況などを聞き取り、救急車を要請すべき事案である

か、あるいは、病院を紹介してですね、ご自身で受診をしていた

だくか、などの助言を行っています、ということでありました。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

ありがとうございます。  

これから先ですね、高吾北消防署で救急車の有料化の導入を検

討するというような、動きはございませんか。  

議長（松浦隆起君）  

総務課長、横畠君。  

総務課長（横畠克彦君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

これもですね、消防本部に問合せをさせて、確認をさせていた

だきました。  

救急車の有料化につきましては、先ほどのご質問でお答えをさ

せていただいたように、管内において、おおむね適正な利用がな

されているというふうに認識をしていることから、現時点におい

て、有料化に向けた検討は行っておりません、というふうに回答

をいただいております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい、分かりました。ありがとうございます。  

高知県の消防広域化基本計画によって、佐川町における救急車
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の利便性はどのように変わりますでしょうか。  

議長（松浦隆起君）  

総務課長、横畠君。  

総務課長（横畠克彦君）  

はい。今、協議中でありますけれども、基本方針の中ではです

ね、現場レベル、現場の救急車の台数ですとか、人員とかいうと

ころはですね、変更がないというふうに話を進めております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

休憩します。  

 

休憩　午前 11 時 18 分  

再開　午前 11 時 18 分  

 

議長（松浦隆起君）  

休憩前に引き続き、会議を開きます。  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

恐れ入ります。  

最初のほうで、有料化を※無料化ということを言ってしまったよ

うですので訂正をお願いをいたします。  

引き続きよろしいですか。  

本当に分かりやすい説明をいただきまして、ありがとうござい

ます。  

それでは、最後の質問をさせていただきます。  

地方創生について、お伺いをいたします。  

今回ですね、議会懇談会を回る中で、佐川町には本当に宝の山

がいっぱいあり、その魅力が、まだ十分に伝わっていないという

印象を受けました。  

地域の魅力発信は、観光で１回だけ訪れた人ではなく、地域が

好きでリピーターとなって、何度もこちらに通い、地域のボラン

ティアや農作業に参加したり、地域の担い手になるのではないで

しょうか、と期待できるような人が増えていくことが、移住者を

呼び込むためにも重要ではないかと思います。それが地域経済の

活性化や、産業の振興につながると考えております。  

※Ｐ１９１の訂正あり
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今、佐川町に住んでいる人の力だけでは、町を盛り上げようと

するのではなくて、かつて佐川町で生まれ、育った人、町に関係

があった人たちの力を使って、佐川町の盛り上げを進めることが

大事ではないでしょうか。音楽家の下八川圭祐さん、声優の小野

大輔さんのように、佐川町出身で全国で活躍されております、そ

うした方々も含めて、町の宝と捉えることができるのではないか

と思っております。  

そこで質問でございます。  

佐川町の地域創生について、取り組みはどのように行っている

かを、お伺いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

まず、情報発信としましては、歴史的な酒蔵の町並みや、牧野

富太郎博士ゆかりの豊かな自然など、町内の各地域の魅力のほか、

道の駅や図書館、町内の酒蔵ロード劇場やさくらまつりといった

イベントの情報、また、移住者の紹介などについて、インスタグ

ラムやフェイスブック、ＬＩＮＥなどのＳＮＳやホームページを

用いて発信し、また、さかわ観光協会や仁淀ブルー観光協議会、

一般財団法人しあわせづくり佐川とも連携しながら、住民参加の

推進や、関係人口、移住者の創出、観光客の誘客につなげており

ます。  

昨年度は観光大使である小野大輔さんにナレーションを依頼し、

若者や移住検討層へ、町の利便性や子育て環境など、暮らしやす

さを楽しく、印象的に伝えるために作成しました、「さかわクエ

スト」を活用し、関東、関西の若者世帯をターゲットに、ユーチ

ューブインストリーム広告や、インスタグラム、フェイスブック

広告を行いました。  

ユーチューブでは 23 万回以上の視聴がされましたので、一定の

成果があったのではないかと考えております。  

今年度は、参加者がインスタグラムに写真を投稿するハッシュ

タグキャンペーンを実施する予定としており、地域の魅力発信や

地域の観光客誘客につなげていきたいと考えております。  

また現在、第２期の佐川町歴史的風致維持向上計画に基づき、
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司牡丹酒造の焼酎蔵を買い取り、耐震補強工事、老朽化している

白壁の修理、内外装の整備をし、佐川町に残る伝統的な酒造り文

化を伝える展示機能、宿泊機能、飲食機能の３つの機能を持たせ

た施設の整備を予定しております。  

若年層もターゲットとしたコンテンツやイベントの造成に加え、

敷地内にある司牡丹酒造が直営の、酒ギャラリーほてい、旧浜口

家住宅等と一体的に活用することで、これまで以上に人の往来を

活発化させ、交流人口の増加に取り組んでいきたいと考えており

ます。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい。ありがとうございます。  

本当に多くの事業に取り組んでいただいておりまして、地域の

活性化のために多様な活動をしていただいていることが、改めて

質問させていただくことで知ることができました。ありがとうご

ざいます。  

またですね、佐川町は歴史風致認定都市として、文教の町の伝

統と風土に根差した人々の活動が、それぞれの地域の特徴を生か

し頑張っていることも、懇談会の中でも知りました。  

ただ、高齢化に伴う、ネットを見たり、情報の発信が苦手な方

が多く、今、課長が答弁後から、答弁をいただきましたけれども、

情報発信ですけれども、それが私も含め、残念ながら、住民を巻

き込み参加できるまでには至っていないのではないかと思います。 

要約すれば、個々人、地域住民、行政、議員などのそれぞれの

強みを生かす連携が、連携伝達がいま一つ弱いのではないでしょ

うか。  

そこで質問でございます。  

町の情報発信について、どのようなことに取り組んでいるので

しょうか、いるのか。  

実はですね、ご紹介したいことがございまして、最近、須崎の

ほうで、株式会社パンクチュアルという会社があり、この会社は

地域創生を、事業内容として手がけているところでございます。

こうした力を使い、地域創生への成果を具体的に追い求め、出し
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ていくということは、町にとって極めて大事なことかと思います。 

また、別の話でございますが、先日、佐川高校のオープンセミ

ナーで、価値観の常識を覆す、平川理恵氏の講演がありました。  

本当に、この講演会を実行していただいた関係の皆様に、お礼

を申し上げたいと思います。  

私がこの講演会で強く共鳴したことは、人をつなげて子供が喜

び、親が喜び、教員が喜んで、ひとりでに感謝が広がっていく関

係をつくるということで、ことが大事だよと言われておりました。

私はこれだなあと思いました。  

私から見ると、町長の強みは人を動かすことではないかと思っ

ております。  

私の要望としては、町長自身の強みを使って人材を集め、今ま

でになかったような地域創生の取り組みができるのではないかと

いうことと、ぜひ、そのようにしていただきたいという思いもご

ざいます。  

佐川町は人材の宝庫で、おのおののご縁をいただきながら、こ

ういう人になりたいという人材をお迎えし、活性につなげていけ

るという思いがございますが、町長のお考えをお伺いをいたしま

す。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい。宮﨑議員のご質問にお答えをさせていただきます。  

全く宮﨑さんの、議員のおっしゃるとおりでございまして、佐

川町にはすばらしい人材がたくさんおられまして、現在もですね、

各地域で本当にお世話になって頑張っていただいている方々おら

れます。  

そんな方々にですね、佐川町がこれから現状維持でいくために

もですね、引き続き、頑張っていただきたいと思っておりますし、

今以上にですね、また新しい人材の方々にもおいでいただいてで

すね、佐川町を盛り上げて、佐川町を県下１位ぐらいの市町村に

していくような気持ちで頑張っていただきたいと思っております

ので、ぜひ宮﨑さんにおかれましても、アドバイスをいただけれ

ばと思っておりますので、よろしくお願いをいたします。  

議長（松浦隆起君）  
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宮﨑さん。  

８番（宮﨑知惠子君）  

はい、ご答弁ありがとうございます。  

現状維持と言わずに、もっともっと夢と希望を持って、もう世

界一になる佐川町を目指して頑張っていきたいと私も思っており

ますので、また引き続き、よろしくお願いをいたします。  

それでは、以上とさせていただきます。  

本当にありがとうございました。  

これで質問を終わります。  

議長（松浦隆起君）  

以上で、８番、宮﨑知惠子さんの一般質問を終わります。  

ここで食事のため、１時 30 分まで休憩します。  

 

休憩　午前 11 時 36 分  

再開　午後 １時 30 分  

 

 

議長（松浦隆起君）  

休憩前に引き続き、会議を開きます。  

引き続き、５番、岡林哲司君の発言を許します。  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

５番議員の、岡林哲司です。  

議長のお許しをいただきましたので、通告書に従って質問をさ

せていただきます。  

今回は４項目質問させていただきますが、それぞれちょっとボ

リュームがあるので、テンポよく質問させていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。  

では早速、自治会の持続可能性と町の関わり方についてという

ことで、質問させていただきます。  

まず、自治会の持続可能性と町の関わり方についてということ

で、近年、人口減少や高齢化により、自治会長や役員のなり手不

足、自治会加入率の低下、活動の維持が難しくなってきていると

いう声を各地区で耳にしました。  

しかし、自治会は地域課題の解決や、住民同士の支え合いの最
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前線にあり、町政運営にとって極めて重要なパートナーでもあり

ます。  

今回の質問は、町が自治会をどのような存在として位置づけ、

今後、自治会機能が維持できなくなった場合にどう対応するのか

を確認をするものです。よろしくお願いいたします。  

まず最初に、自治会に期待される役割と、町の支援制度の現状

について伺います。  

現在は自治会に対して、防災、防犯、見守り、広報配布、ごみ

ステーション管理、防犯灯の管理、地域環境整備、住民や空き家

の把握など、どのような役割を自治会に対して期待しているので

しょうか。  

またこれらの機能のうち、町として今後も地域社会の維持に必

要だと考えているものをお答えください。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

ご質問にお答えします。  

自治会は、地域の住民が顔の見える関係を保ちながら、安心し

て、安全に暮らしていけるための様々な役割を担ってくださって

います。  

町としましては、各自治会ごとに、個別に必要としている取り

組みや、議員が挙げられましたどの役割も、地域に欠かせない重

要で必要な機能であると考えております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

どの役割も重要で、地域には欠かせないものだというご答弁い

ただきました。  

以前に自治会は任意団体であり、町の下部組織ではないという

答弁もいただきましたが、それはそうだという前提に立った上で、

町として、自治会を地域社会の維持に欠かせないパートナーとし

て、これからどのように位置づけていくのかというのをお聞かせ

ください。  
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議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えします。  

自治会は住民が生活するにあたって、協力し合いながら地域の

安全や暮らしやすさを守り、地域コミュニティを維持するための

一番身近で大切な組織となります。  

少子高齢化やライフスタイルの多様化など、社会の変化もあり、

行政の取り組みだけでは対応できないことがあります。  

近年では未加入者の増加や、役員さんの担い手不足など、多く

の課題がありますが、住民の皆さんが最も身近な生活の場である

自治会を通じて協力し合い、防災活動や環境美化活動、伝統行事

の実施などを行ってくださっています。  

こうした取り組みを続けていただくことで、顔の見える関係づ

くりができ、誰もが安心して暮らしていける地域づくりにつなが

っていくのではないかと考えており、地域社会の維持に欠かせな

いパートナーであると考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

地域にとって欠かせないパートナーというふうに、しっかりと

認識をしていただいているということが分かりました。  

次に、現在の支援制度について伺います。  

町が自治会に多くの役割を期待しているのであれば、それを支

える仕組みも必要だということで、現在、自治会に対してどのよ

うな補助制度、事務的支援、相談支援を行っているのでしょうか。 

また、それらの支援は、現在の自治会の実情に照らして十分だ

と考えているのか、また十分でない部分があるとすれば、町とし

てどのような課題を認識しているのか、お考えをお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えいたします。  

自治会長会に対しましては、佐川町自治会長会事業費補助金の 1
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00 万円を補助しており、地域の自治会長会でも、ご活用いただい

ております。  

そのほか、各自治会でご利用いただける補助金等に関しまして

は、一覧にしまして４月の町政報告会でも自治会長の皆さんにお

知らせしているところですが、例えば、集会所の整備や備品購入

等に対する補助金、佐川町集落整備事業や、防犯灯設置補助事業。

環境美化活動にもご利用いただける、まちづくり推進事業費補助

金。自治会が施工する農道、水路等の修繕や、改良に必要となる

資材の原材料費を負担する原材料費支給など、自治会活動にご利

用いただける様々な補助制度がありますので、こういった支援が

ないか、というようなご相談を役場のほうにしていただきました

ら、詳しいご案内をさせていただいております。  

また、事務的支援、相談支援につきましては、ご相談があれば

対応しておりますが、今のところ、補助制度等につきまして不足

しているといったお話はいただいておりません。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

自治会の活動について、自治会長会にも補助をしていて、そし

て各自治会の活動に対しても、様々な補助や助成をしていただい

ているということが分かりました。  

現在のこういったことに関しては、十分だと考えているという

ことが確認できました。ありがとうございます。  

それでは続いて、未加入者の増加や、担い手不足を踏まえた自

治会運営のあり方についてを伺います。  

この自治会の未加入者の増加や、担い手不足によってですね、

自治会長や役員のなり手不足、高齢化による活動の縮小などが課

題になってきていると思います。  

町は、これらの課題を、どの程度深刻なものとして受け止めて

いるのでしょうか。特に加入世帯の減少により、加入者だけに役

員、会計、環境整備、ごみステーション管理などの負担が集中し

ていないか、未加入者との不公平性を含め、町の課題認識をお聞

きします。  
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議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

未加入者の増加により、役員をやられている方や、地域の環境

整備などの取り組みについてはご負担が増えているというような

ことについては把握し、課題として捉えております。  

地域の皆さんが生活していくために必要な、一番身近な組織で

ある自治会が存続していけるように、自治会長会でも未加入者対

策については協議を行い、一緒に取り組みも行っております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

深刻な状況だということは把握をされていて、この未加入者の、

への対応について、自治会と一緒に協議をしているということで

した。  

次に、仮に、ある地区でですね、自治会が消滅したという場合、

あるいは会長や役員のなり手がいなくなって、自主的に機能しな

くなった場合に、現在、自治会が担っている業務は誰が担ってい

くのか。  

例えば、広報の配布やごみステーションの管理、防犯灯の管理、

地域環境整備、地域行事などについて、そして、これは自主防災

組織のことですが、ほぼ自治会と一緒になってることもあり、防

災活動や見守りなどについても、これを自治会、自主防組織がな

くなったときに、各担当課が個別に対応していくものなのか。広

報などは住民に取りに来てもらうものなのか。またはそういった

ことを委託事業者に担ってもらうのか。それとも別の地域組織で

代替をしていくのか。町として、現時点で想定している対応策が

もしあればお答えください。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  



203 

地区、自治会がなくなった場合に、例えば、役場の広報が届か

ないですとか、ごみステーションの管理や防犯灯の管理など、自

治会で担っていた生活に密着した、いろいろなことができなくな

ることも想像されます。  

広報などは役場の各施設などにも置いてありますので、ご自身

で手に入れていただくことになるかとは思いますが、防犯灯がな

くなると安全面での懸念等も発生することになります。  

それぞれの課題に対して、個々に対応を検討していくことにな

ろうかと考えております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。状況に合わせて個々に対応していく、というお答えでし

た。  

そしたらですね、次に、既に自治会が消滅をした地区や、単独

運営機能不全に近い地区がある場合に、現在どのような対応をし

ているか。住民が困らないようにするための具体的な対応例があ

れば、併せてお聞きをします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

現在、活動できていない自治会もございますが、その際には当

該自治会、対象地区の自治会長会、自治会長会の事務局でも、何

度も協議を重ねた上で現在の状況に至っております。その中では、

近隣自治会との協力体制とも検討いたしました。  

実際に、またそういったお話があった場合には、関係者で慎重

に協議を行い、まずは自治会が存続できるように取り組んでまい

りたいと考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

様々、周囲のほかの自治会に協力をお願いしたりとかというこ
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ともあるようですが、町としては自治会の存続を目指していきた

いというお答えをいただきました。  

続いてですね、次に、自治会機能が維持できなくなった場合の

行政コストについて伺います。  

自治会が担っている機能を行政が直接担う、または民間委託す

ることになれば、人件費、委託費、事務負担は大きく増える可能

性があります。  

町として、自治会機能が維持できなくなった場合、またそのエ

リアに、行政側にどの程度人的負担、財政負担が発生するのか、

試算や検討を行ったことはあるのでしょうか。  

具体的な試算がない場合でも、広報配布やごみステーションの

管理、防犯灯の管理、防災、見守り活動など、自治会が担ってい

る機能ごとに、行政がもし代替をした場合の負担を整理する必要

があると考えますが、そういった試算をしたことがあるのか、町

の考えをお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

行政コストや財政負担について、特に試算はしておりませんが、

自治会で担っていただいていることを町で全て実施することにな

れば、人的な負担も、また財政的にも負担が増大し、できないこ

とも出てくるのではないかと考えておりますが、それぞれの自治

会で取り組み等も違いますので、それぞれの課題について対応を

検討していくことになろうかと考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。万が一、行政のほうでやることになれば、人的コストや

財政的な負担がとても大きくなるということは認識がある、とい

うことで、そうならないように自治会を維持していく、というの

が今の方針だというふうに思います。  

なぜ、この試算をする必要があるかっていうのは、万が一この

自治会が消滅した場合にですね、どれぐらいコストが、行政コス

トが上がるかというのが分かっていれば、やっぱり、そうならな
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いためにこれぐらいの投資ができるとか、そういうところの判断

基準になると思うので、そういった試算があるのかというのを伺

いました。  

次の質問に移ります。  

人口減少や高齢化が進む中で、自治会長を引き受ける人がいな

い、会計や事務を担える人がいない、行事や環境整備を続けられ

ないという地区は、今後さらに増えてくる可能性があります。  

例えば、自治会に対して複数自治会の統合であったり、行政に

よる支援強化、ごみステーションの管理の代替や委託、防災、見

守り機能の再編などについて、ほかの自治体の、自治会の好事例

などの情報提供や、事例紹介、そして個別的な相談を行う考えは

あるのかをお答えください。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

先ほどの回答と重なりますが、まずは自治会として存続できる

ように関係者で協議を行いますし、また、それぞれの自治会で取

り組み等も違いますので、ご相談いただきました内容や課題に対

しましては、それぞれに協議、検討をしていくことになろうかと

考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。個別に対応していくということで、ちょっと重なった部

分も、こちらとしても重なった質問になってしまって申し訳なく

思います。  

この自治会のあり方を決めていくのは、最終的には自治会であ

るというのは、住民自治の制度的に言うとそういうことだと思い

ます。  

ただこの実際の、今の仕組みだけでは維持が難しくなる地区が

実際に出てきているというところで、困難がはっきりと顕在して

からではなく、早い段階でこういったことに取り組んでいくとい

うことも、また必要なことだというふうに思います。  

あまり、この行政が介入し過ぎると、自治会の自主性というか、
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そういうところにもやっぱり影響があるというお考えも重々承知

もしておりますし、その中で住民側としても、やっぱり自治会を

何とかしたいというような思いもあるので、私たちのほうにも何

とか、この加入率にならんかねというような話もよく来ますので、

こういったところは一緒に考えていければというふうに思います。 

そこで、少しでもこの自治会への加入率を上げ、継続的に自治

会が活動していくための提案をさせていただきたいと思います。  

まず、自治会長の引継支援についてを伺います。  

自治会長や役員のなり手不足の背景には、急に自治会長をやる

というふうになっても、何をすればよいか分からないですとか、

会計や手続が不安、前任者からの引継ぎが不十分でないので、本

当に何をしたらいいか分からんというような、実際、自治会長に

なった方からのお声もお聞きしております。  

実際にですね、お聞きした声の中では、このままおったら、来

期自分は自治会長の回りで、自分が自治会長になるので、今期限

りで自治会から抜けたいと思っていると、いうような、ちょっと

何ていうんですかね、実際のお声としてお聞きしたこともありま

した。  

一律の標準化っていうのは、もちろん自治会それぞれの考え方

や取り組みがあると思いますので、地域差への配慮が必要である

というのは先ほど課長からも答弁でありましたが、自治会長会の

自立性っていうのを尊重しながらですね、町として自治会長にな

った方が、どういうふうにすれば自治会長としての仕事を遂行し

やすくなるのか。例えば、引継ぎのマニュアルであったりとか、

これは自治会によって形が違うというので難しいかもしれないで

すけれども、例えば、会計のテンプレートであったりとか、町に

対する申請のサポートというか、手引ですよね。そういったもの

を、各新しく自治会長になった方に説明をして、引継ぎしやすい

環境というか、自治会長になっても、そんな困らんよ、というよ

うな状態をつくっていくっていう、そういう環境を整えていくっ

てことはできないものでしょうか。  

お答えください。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  



207 

お答えさせていただきます。  

担い手不足といった課題の中で、自治会長さんや役員さんの引

継ぎについても課題があるということは把握しております。  

しかしながら、自治会が任意組織であり、地区によって活動内

容が違ったり、引継ぎの仕方も異なっていることもありますので、

自治会長会のほうでも、どういった支援があればいいかなどをご

検討いただけるように、事務局からご提案していきたいと考えて

おります。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。前回も多分似たようなお答えいただいたと思いますが、

自治会長会のほうに、そういったことを投げかけていきたいとい

うところで、私からのさっきの質問の中でのお願いとしましては、

もちろん自治会長会の中で引継ぎとかのことを考えることも大事

だと思うんですけれども、その自治会長さんになった方がですね、

役場へ申請を出す書類とか時期とか、そういうものを分かりやす

く手順書としたようなものっていうのを、役場側で作って、渡し

ていただくというようなことができれば、もうちょっとそこもス

ムーズにいくのかなと思いますので、そういったこともご検討い

ただければというふうに思います。  

はい。そういった運営方法が違うというところは、お答えをい

ただきました。ありがとうございます。  

続いてですね、次の項に最後に、ここの項目で、最後は、ごみ

ステーションの管理についてっていうのを伺います。  

現在多くの自治会が、ごみステーションの清掃、管理、分別ル

ールの周知、トラブル対応などを担っています。  

しかし、その多くは無償の地域活動として行われており、自治

会未加入者との負担の公平性が課題になることもあります。  

町として、ごみステーション管理の現状をどのように把握して

いるのか、また今後未加入者が増え、ごみステーションの管理が

難しくなった場合にどのように対応するお考えなのか、お聞かせ

ください。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  
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住民課長（廣田春秋君）  

はい、岡林議員の質問にお答えをいたします。  

ごみステーションの管理につきましては、各自治会でそれぞれ

の地域に合わせまして、設置場所であるとか、ステーションの形

態も含めてですね、工夫をいただいて、管理を実施いただいてお

ります。  

地区やステーションごとにその管理の方法は異なるようですけ

れども、いずれの自治会もこの集積場所、ごみの集積場所をきれ

いに保っていただいてるということで、ありがたいというふうに

思っております。  

それから、管理できなくなったらどうするかというようなお話

ですけれども、このごみの収集処分につきましては、地区の協力

を前提とした制度設計がされておりますので、自治会、地域の協

力が必要ということですので、今後とも協力をお願いしたいとい

うふうに思っております。以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

自治会の活動が必要と、必要としているというところの答弁を

いただきました。ありがとうございます。  

このごみステーションの管理について、少し角度を変えて伺い

たいと思います。  

このごみの集積という、収集については、ごみ収集については

町の行政サービスですが、この自治会員の負担によって支えてい

るということを、側面があるというのは、先ほど課長の答弁でも

いただきました。  

その中で、一方で自治会の会員は会費を払いですね、清掃、管

理にも関わっています。ところが、未加入の方はその負担を十分

に担わないまま、利用をしているというような状態があると思い

ます。  

この不公平感が自治会への加入意欲を下げ、自治会離れを進め

る一因にもなっているのではないでしょうか。  

私は、自治会未加入者を排除すべきだと言っているわけではな

くですね、地域で暮らす以上、このごみステーションを使える環
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境が必要ですし、その管理を自治会が担っているのであれば、巡

回員や管理協力金のような形で相応の負担をお願いする仕組み。

これを研究するということが、この住民の公平性の確保にも、自

治会の存続意義を高めることにもつながるのではないかというふ

うに考えています。  

本町には既に、ごみ集積所を整備する事業補助金があり、その

中でも、自治会が自ら管理するごみ集積所という考え方が示され

ています。先ほどの課長の答弁にもありましたが、町としてもご

みステーションの管理に自治会が関わっている、という実態は認

識しているものと受け止めています。  

そこで、この、ごみステーションの管理をですね、自治会へ直

ちに有償委託をせよということではなく、自治会の存続支援、加

入率の向上、未加入者との不公平感の緩和という観点から、自治

会を担当するまちづくり推進課と、ごみステーションなどの担当

である住民課で連携をしてですね、現在のこの管理実態、そして

既存制度のあり方、巡回員制度や管理協力金の考え方について、

早急に自治会長会と協議をしながら対策を検討していただきたい

と思いますが、お考えをお聞かせください。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

各自治会でも、未加入者対策につきましては協議をされ、取り

組みもされているとお聞きしております。  

町としましては、そういった活動も踏まえ、現状もお聞きした

上で、ごみステーションの管理に関わることだけでなく、引き続

き自治会長会とも連携し、加入促進の取り組みを行ってまいりた

いと考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。自治会長会とも協議をしていきたいということですが、

なぜ、この有償での管理委託とかっていう話、文言が出てきたか

と言いますとですね、令和７年の４月の 16 日に、福井県の福井地

裁で出た判決でですね、住民が自治会の会員に入ってなくて、ご
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みステーションを利用するお金を払ってなかったと。それに対し

て自治会のほうから、その管理費を払うてくれっていうところで

訴訟になりまして、これについては、自治会に未加入の方に年間

１万５千円のごみステーションの使用料、これを払うように、と

いう判決が、こういった自治会関係のものでは初めて判決が出ま

した。  

この背景には、自治会がしっかりとごみステーションの管理を

しているという認識があって、皆さんが、その、地域に住む皆さ

んが、その利益に預かっているという前提。その自治体としても、

自治会にごみの集積所をしっかりと管理を任せているというとこ

ろから、こういった１万５千円という判決が出ました。  

１万５千円、ちょっと多いように感じますけれども、ここの自

治会の年間の年会費が２万４千円ということで、年間の会費より

かは少ない金額ですが、こういった判例も出ておりますので、直

ちにこれを導入せよというのは結構乱暴なやり方になると思いま

すので、こういったことも含めて、自治会の会員の方は年会費も

払って、ごみステーションの管理などにも、自分の体を出して行

って管理をしております。  

未加入の方は自治会費も払わず、管理にも参加せず、ごみを捨

てているというこの不公平感を、町としては公平、公正という部

分で見ると緩和をしていくことが、自治会の継続につながってい

くんじゃないかと思いますので、自治会長会と担当課２課で一緒

になって、もし入れるようであれば町長も一緒に入っていただい

て、こういった問題にも解決策を見いだしていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。  

続いてが、外国人人材の受入方針と地域摩擦予防についてとい

うことで、２個目の質問をしたいと思います。  

人口減少と人手不足が進む中にあって、ある、現在でも、私は

まず優先すべきは、地元の若者が地域で働き続けられる環境づく

りであり、生きづらさを抱えている方やひきこもり状態にある方、

高齢者など、地域内の人材が活躍できる仕組みづくりが一番重要

だというふうに考えています。  

しかし、一方で、現実では既に外国籍の住民の方々が町内で暮

らし、働き、農業や製造業など、地域の暮らしや産業を支えてい

る状況があります。  
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今回の質問は、外国人材の受入れを単純に推進する、あるいは

反対するという立場で問うものではなく、既に地域で暮らしてい

る方々と、地域住民との間に不要な摩擦が生じないよう、双方が

安心して生活できる環境を町としてどのように整えていくか、と

いうものを確認するものです。  

まず、本町における外国籍住民の現状について伺います。  

町内に移住する外国籍住民数について、直近の数値、できれば

５月末ぐらいの人数があればいいんですけれども、分かる範囲で、

併せて過去５年間、人数がどのように推移しているかお聞きしま

す。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

はい。お答えをいたします。  

まず直近の数値、これ５月 31 日現在ですけれども、104 人にな

っております。  

次に推移ですけれども、こちらのほうは全て年度末の数字です。 

４年度末が 74 人、５年度末が 98 人、６年度末が 100 人、７年

度末が 103 人というふうになっております。  

令和５年度末からは 100 人前後での推移という形になっており

ます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい、ありがとうございます。  

現在、大体 104 人、令和５年度から大体 100 人ぐらいで、少し

ずつ増えているというような状況ということが分かりました。  

また、国籍別の人数や、在留資格別の人数、主な就労分野、受

入事業所数などについて、町としてどの程度把握しているのか伺

います。  

所管の関係で町として網羅的に把握することが難しい場合には、

把握をできている情報と、また把握は難しい情報などに分けてお

答えください。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  
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住民課長（廣田春秋君）  

はい、お答えをいたします。  

令和８年３月 31 日現在で、外国人の方の在留資格。この内訳は

教育２人、工業１人、特定活動１人、永住者 20 人、日本人の配偶

者等で７人、定住者２人、技能実習 47 人、特定技能 23 人となっ

ております。  

国籍につきましては、これは５月 31 日現在ですけれども、ベト

ナムの方が 39 人、インドネシア 22 人、フィリピン 20 人、韓国６

人、ミャンマー５人、中国２人、朝鮮２人、アメリカ２人、あと

オーストラリア、ニュージーランド、タイ、ツバル、オランダ、

ブルキナファソが各１名ということになっております。  

就労の分野ですとか、受入れの事業所等につきましては、一部

情報はありますけれども、全体的に把握しているものではござい

ません。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

特定技能の方と、技能実習生の方で合わせて 70 名ちょいという

ところで、半数以上がこの分野に当たると。また国籍については、

もう本当に、佐川町にこれほどいろんな国の人がおるんだなと思

うほど、様々な国から来ていただいてることが分かりました。  

あわせてですね、今後、外国籍住民が増加する可能性を町とし

てどのように見ているのか、数値的な予測が難しい場合でも現在

の人口規模や、地域の受入体制を踏まえて、増加に備えた体制整

備の必要性をどのように認識しているのかお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

全国的にも外国人の方の雇用が進んでおり、佐川町も微増では

ありますが増加傾向にありますので、今後も外国人転入者は増加

していくのではないかと想定しております。  

受入体制につきましては、現在のところ外国人の方に起因する
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トラブル等も把握しておりませんので、特別な体制整備は考えて

おりません。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

今後も増加しているということは把握はしているが、現在のと

ころトラブルを把握していないので、特に対策ということは考え

ていないというようなご答弁をいただきました。  

今回、この質問をするに至った経緯というのはですね、先日東

京で研修がありまして、その中で聞いた話なんですけれども、こ

の技能実習制度っていうのが、育成制度というものに来年の４月

から変わります。今までの技能実習制度っていうのは、３年ない

し決まった期間おったら、国に帰ってくださいよという制度だっ

たものが、来年の４月からですね、育成制度ということで、３年

おったら一定の技術を習得したものとして、それからずっと残っ

て働いてくださいと、生活をしてくださいというものに移行する

というような説明でした。  

この新制度がですね、外国人の一時的な実習生や、地域での労

働力とかそういったことに、見てたものを今度、地域住民として

という側面が強くなってくるのではないかというふうに思ってお

ります。  

技術や専門職については、技術、人文知識や、国際業務や、構

造地専門職などというところはなかなか佐川には、来にくいです

ので、農業とかの部分でいうと、技能実習ということで、２年、

３年、生活することで在留資格を受けられると、いうところです。

で、事業主には在留資格の確認や外国人雇用の状況の届出、適切

な雇用管理、労働関係法の遵守が求められる。  

そして自治体にはですね、外国人住民の実態の把握、生活支援、

相談体制、多文化共生、防災、医療、地域摩擦予防の仕組みづく

りが求められるというふうになっています。  

これをこれから、自治体としてやっていかないかんというふう

に、制度が来年の４月以降なっていくというところを整理をさせ

ていただきました。  
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それを踏まえてですね、次に、転入初期の生活支援についてを

伺います。  

外国籍住民の方が地域で安心して暮らすためには、来町直後、

転入直後の情報提供が非常に重要です。ごみ出しのルール、医療

機関の利用、防災情報、緊急時の連絡先、自治会の仕組みなど、

生活の入り口で必要な情報が十分に伝わらなければ、本人が困る

だけではなく、地域との小さな行き違いにもつながりかねません。 

本町では、転入時に外国籍の住民の方に、生活に必要な情報を

どのように説明しているのでしょうか。ごみ出し、防災、医療、

自治会、窓口案内などについて現在の対応をお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

はい。お答えをいたします。  

転入時につきましては、住民課の窓口において転入の手続をし

てもらいますけれども、日本人の転入者と同じような対応を現在

はしております。  

事務所での受入れをしている転入者がほとんどですので、その

場合にはあっせん業者の方だとか、受入先の方も同行されますの

で、一緒に必要事項、例えばですけれども、ごみ出しのルール、

自治会加入の案内、国保の場合は加入手続とか、あとマイナンバ

ーのことについてなどをご案内をしております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。現在は日本人の方と同じ対応ということで、事業者の方

や雇い主の方が一緒に来ていただくので、そこに対しても同じよ

うに日本語で説明をしているということでした。  

先日、私が住む自治会にも、外国籍の方が２名入って来られま

して、自治会長が説明に行って、いろいろ頑張って説明をしてで

すね、入会いただいたというところですが、その仕組みや、なぜ

入らないといけないかなど、そういうことが分かりやすく説明が

あればということで。  

次に、「やさしい日本語」の活用についてということで、多言

語対応については先ほどもたくさんの国の名前ありました。使う
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言語も様々だと思いますが、全ての言語に対応することは現実的

には難しい面があります。  

そのため、実効性の高い方法として、現在国や県でも取り入れ

られている、「やさしい日本語」の活用が重要だと考えます。  

そこで、この「やさしい日本語」と、それに対応する英語、ぐ

らいの２種類の初期案内、これが図解を用いた生活案内とか、窓

口での説明方法の標準化を、すいません読み飛ばしましたね、そ

の「やさしい日本語」を活用して、この生活案内や窓口の対応を

していくという考えがあるか。というところがまず１点と、特に

ごみの処分、医療、防災、自治会加入、窓口案内などについて、

先ほど言いました「やさしい日本語」と、それを訳した「やさし

い英語」ですね、による初期案内資料を、作成して説明していく

という、外国人住民だけでなく、高齢者や日本語の説明が苦手な

方にとっても分かりやすいような、こういった資料があれば、い

い行政サービスにつながると思いますが、町としてこういったこ

とに取り組みませんか、というご提案です。  

ご回答お願いします。  

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

お答えいたします。  

先ほどもお答えをしましたとおりですね、転入時には必ずこの

付き添いの方がいらっしゃいますので、今のところですけれども、

意思疎通に困難を感じることはありません。  

また実際にですねこれ、「やさしい日本語」というのを意識し

ているかどうかは別にしてですね、簡単な言葉で短くはっきりと

この情報をお伝えをしているというのが実際です。  

ただ、今、「やさしい日本語」ということもありますので、こ

れから少し意識して、した上でですね、あと少し土佐弁を抑える

とか、そういうことも含めてですね、情報をお伝えできればなと

いうふうに思っております。  

「やさしい日本語」を活用した案内資料の作成ということです

けれども、ちょっと町独自でなかなか作成するのは難しいかなと

いうふうには思っておりますので、県とかですね、あと高知県外

国人相談センター等で作成してるようなパンフレットを、そうい
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うまずはある物を活用して、そういう案内ができればいいかなと

いうので、ちょっとそこら辺は検討してみようかなというふうに

思っております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。今のところ口頭でというご回答だったので、それだと、

後々、手元に資料がないと、パッと困ったときに得られる情報が

なかったら困るなと思ってたんですけれども、県が用意している

ものですとか、そういった「やさしい日本語」での資料というの

を利用したいと。まずそこから始めたいということで、今の人口

比率とか、先ほどまちづくりの課長からもトラブルもないという

ことも聞きましたので、今の状況でしたらそういった対応でいけ

るのかなとも思います。  

ただ、これから先人口の比率が増えていくとですね、どうして

もやっぱりコミュニティというのができてきまして、そういった

ところと地元住民との摩擦というのも出てきますので、そういっ

たところについては、早めにやっぱり対応していかないと、トラ

ブルが起きてからでは、やっぱり対応するのに時間もお金もかか

りますので、そうならないように動いていくことが大切だという

ふうな思いで、今回質問させていただいております。  

この次に、苦情や相談の把握ということでご質問しようと思っ

てたんですけども、先ほど課長のほうからも、今のところ苦情や

トラブルは把握をしてないということで、今の時点ではないと。  

今の時点で 104 人ということで、佐川町の人口に対して言うと

大体１％以下の外国人比率ということになります。これが全国に

は、もう５％とかいうところまで上がってきているような自治体

もほかにはありまして、やはり数％のあたりから、そういったト

ラブルが顕在化してくると。先ほど、まちづくりの安岡課長から

もありましたが、今後、外国人の割合が増えてくるだろうという

想定があるのであれば、それに向かった動きを、先に手を打って

やっていくというのは大事なことなのではないかなというふうに

思います。  

苦情や把握についてはこれで飛ばします。  
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続いて、受入事業者との関係ということで、受入事業者、人材

あっせん事業者、関係機関との情報共有の仕組みは現在あるのか

を伺います。  

まず、現時点で外国籍住民の方が急に所在不明になったり、税

金や保険料が未納のまま帰国して、もう回収できないというよう

なことになったりするような事態が起きておりませんでしょうか。 

議長（松浦隆起君）  

住民課長、廣田君。  

住民課長（廣田春秋君）  

はい。所在不明に当たるかは別として、この税金の未納という

点ですけれども、この事例としましては、令和７年度はありませ

んでしたが、令和７年度において未納のまま国外に転出というこ

とで、外国人の方４件を不納欠損処理をしているという実績があ

ります。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。４件の不納欠損処理があったということでした。こうし

たことを防ぐためにもですね、転入、そして転入時、就労時、そ

して退職時、転出時の情報共有というのが重要だというふうに思

います。  

もちろん、個人情報の取扱いには十分な配慮が必要なことです

が、生活支援、住居支援、地域ルールの説明、納税や各種手続の

案内について、受入事業者と町が必要な範囲で連携できる体制が

現在あるのか。なければ今後整えていく、お考えはあるのかお聞

きします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

先ほど住民課長からも答弁がありましたとおり、町としまして

は受入事業者や人材あっせん事業者等の把握をしておりませんし、

外国人の方だけ把握するのも、個人情報や人権の点からも、ふさ

わしくないと考えておりますので、情報共有といった仕組みはあ

りません。  
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確かに議員がおっしゃられますとおり、問題を未然に防ぐよう

な取り組みが必要かと思いますが、今のところ受入先の責任とし

て、そのような問題が起こらないようにしっかりと対応をしてい

ただきたいと考えております。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。外国人にだけするというのは公平じゃないというような

こともありましたが、もちろん日本人でも、追えなくなって不納

欠損処理で終わるというようなことはあると思いますが、これに

ついては税の仕組みであったりとか、その保険料の支払いとか、

そういったことに関しても、事業者にも責任があるということも

もちろんそうですが、先ほどからずっと言ってきてます、入って

きたときにですね、一番最初にしっかり説明をして、ルールをし

っかりと知っていただくというところがやっぱり大事なのじゃな

いかなと。  

そこから先、払う、払わないっていうことに関しては、これは

もう日本人でも外国人でも同じことやと思いますので。ただ、そ

こに対して、行政としてしっかり公平に、しっかりと情報を伝え

るというところの重要性がありますので、ここについては、これ

からまた外国人も増えていくだろうというところで、今後の検討

事項として、しっかりと考えていっていただければなというふう

に思いますのでよろしくお願いします。  

次に、防災、医療、庁内情報共有について伺います。  

本町は、豪雨災害や南海トラフ地震への備えが重要な地域にあ

ります。外国籍住民の方が避難情報を理解し、適切に避難行動を

取れる体制になっているかどうか、本人の安全だけでなく、地域

全体の防災力にも関わってくると思います。  

現在、避難情報や避難所での案内について、外国籍住民への情

報提供はどのように行われているのでしょうか。  

「やさしい日本語」であったり、多言語案内であったり、避難

所への説明、通訳アプリの活用など現状と課題をお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

総務課長、横畠君。  

総務課長（横畠克彦君）  
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はい、岡林議員のご質問にお答えをさせていただきます。  

本町において、豪雨災害や南海トラフ地震の備えは最優先の課

題であり、外国籍住民の方々も、地域の一員として、災害時に適

切な避難行動が取れる体制を整えることは、地域全体の防災力を

高める上で重要であると、いうふうに認識はしております。  

現在の情報提供の現状についてでございますけれども、本町に

おきましては、高知県が運用する高知県防災アプリの多言語機能、

６か国７言語対応や、県の防災冊子「南海トラフ地震に備えちょ

き」の多言語版、あと、やさしい日本語版を活用することを基本

としております。  

スマートフォンの普及に伴い、事前の情報収集や、避難情報の

受け取りといった、広域的な情報発信の基盤につきましては、こ

れらの県の取り組みによって一定程度カバーできているものとい

うふうに考えております。  

しかしながら議員ご指摘の、町独自で取り組むべき、現場レベ

ルの対策につきましては、十分にできてない、対応できてないと

いうのが実情であるというふうに思っております。  

あと課題ですけども、本町の災害対策におきましては、現在消

防施設の整備や、拠点避難所の運営訓練の実施、さらには自主防

災組織の活性化に向けた防災サロンの開催など、自助、共助、公

助の観点から、住民全体の安全に直結する施策を最優先で進めて

いるところでございます。  

このように地域全体の防災基盤を整えるための重要施策が山積

する中、限られた人員や財政的な制約もあってですね、外国籍住

民の方々に特化した対策につきましては、十分な対応に至ってな

いのが現状であって、今後の課題の１つであるというふうに認識

をしております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

県などが構えてくれてます、高知県防災アプリの多言語版や、

防災冊子などの多言語版についての活用をしていただいてるとい

うことで、一定の対策は、この県の物を利用してできていると。  
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ただ、町独自での取り組むべき現場レベルの対応策については、

今後の課題というふうにされているということで、課題の認識が

されているという状態が分かってよかったと思います。  

外国人がこれが 100 人になろうが 200 人になろうが、やっぱり

災害が起きて１人亡くなるっていう、この１人の命というのは日

本人でも外国人でも一緒ですので、やはりこの逃げる場所が分か

らなかったとか、そういうことにならないような取り組み、今課

題と認識していただいているようですので、ぜひ、一般のほかの

日本国籍の住民の方と同じように、情報が得られる、助けが受け

られるというふうな環境が整えられるように、引き続きご検討を、

お願いいたします。ありがとうございます。  

続いて、医療についても伺います。  

病院の受診や保険制度、健康相談など、生活の困りごとに対し

て、町としてどのような相談体制を取っているのでしょうか。  

医療機関との連携や、窓口で困った場合の対応についてお聞き

します。  

議長（松浦隆起君）  

健康福祉課長、岡﨑君。  

健康福祉課長（岡﨑省治君）  

私のほうから医療とか、保険とか、健康相談の、生活上の困り

ごとに対しての対応なんですけれども、外国籍の方などですね、

日本語でのコミュニケーションが難しい方への相談対応というも

のについては、町として特段の体制整備は今行っておりません。  

まず、例えばかわせみにおいてですね、そういった方々がおい

でた場合は、現時点では「やさしい日本語」を意識するであると

か、ジェスチャーを加えるであるとか、そういった対応になろう

かと思っております。  

その中で万一、例えば医療機関との連携が必要であったりとか、

そういった場合についてはですね、こういった方々がおいでにな

りますのでということで、連絡を申し上げるということになろう

かと思います。  

それ以降は、各医療機関での対応にお任せするということにな

ろうと思います。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  
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岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。なかなか、そういった制度的な対応というのは、今のと

ころ準備はできていないが、それぞれ個別に「やさしい日本語」

を意識したりとか、いうことで対応いただいているという。今の、

これまでも出てきましたが、今の人口比率の割合であれば、何と

かそれで個別の対応で何とかなってるというような状況だという

ふうに思います。  

私が 20 数年前にですね、外国に旅行したときありまして、その

時に高熱を出して寝込んで、どうしても医者とのやり取りが必要

になったときに電話を介して、自分が言った言葉を翻訳してくれ

て、医者と通話ができるというようなサービスが 20 数年前に、イ

ギリスにありました。  

多分、それ以上のシステムが今はあると思いますし、そういっ

た言語の壁というのは、翻訳アプリなどで大分、緩和がされてい

ると思いますが、そういったものの活用とかも含めてですね、今

後、外国人の割合も増えてくると思いますので、健康福祉課は特

に対応する範囲が広いので、そういった部分の「やさしい日本語」

を、国とか県とかの、また作る資料というのが他の課と同じよう

にあるかと思いますので、そういったものも活用して進めていた

だければというふうに思います。  

続いて住民課、健康福祉課、産業振興課、防災担当、教育委員

会など、庁内での情報共有がどのようになっているのかを伺いま

す。  

現在、各課で分散してそれぞれ対応しているというふうなお答

えを今までいただきました。  

今後、何かしらそういった外国人の方から相談を受けた際に、

こういった感じで取り次ぎをしていくとか、横断的な連携を準備

していくというようなお考えはありますでしょうか。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

現在のところ、外国人の方専用の相談窓口の設置や、その後の

取次ぎフローについて体制を整えるといったことは検討はしてお
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りませんが、もちろん、それぞれの分野で相談があった場合には、

関係課、関係機関で連携をして対応をしてまいります。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。横断的な対応を今のところ考えてないというようなお答

えでありました。  

今の人口比率でというところもあるかもしれませんが、今後少

しずつ、この外国人の方の割合も増えていくと思いますので、こ

ういった問題が顕在化する前にですね、前もって手を打っていた

だきたいというふうに思います。これからの検討課題ということ

で今回、質問させていただいてますので、そういったことも認識

しながら、進めていただけたらというふうに思います。  

また、外国籍の児童生徒が増えてきた場合にですね、これは学

校現場での授業支援や、保護者対応の課題も生じてくるという可

能性があります。  

教育委員会との連携など、将来的な備えをどのように考えてい

るかお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

教育長、濵田君。  

教育長（濵田陽治君）  

その外国籍の子供さんですね、まず義務教育の対象になるかと

いうようなことも出てくると思いますが、実際、日本の社会にで

すね、適応するために必要な外国語教育についてはですね、かつ

て中国帰国子女の対応をしたような例がありますので、そういう

前例に従いながら、県の指導なんかも受けながら対処していくと

いうことになると思います。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい、ありがとうございます。これまでも個別で対応した過去

があるということで、ここでも改めて個別の対応ということが出

てきました。今の１％未満というところでは、そういった対応で
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何とかなっているというのが現状だと思います。  

これが２％、３％となってきたときに、全国、ほかの自治体を

たくさん見ていきますとですね、もうこの割合が２％、３％、

４％、５％、多いところでは 10％近くまでになっているところも

あると思いますが、こういったところも踏まえてですね、そうい

った先進的に増えてるところを見ると、どういったトラブルが起

きてるのかとか、どういった対応をして解決したのかというよう

な先進例がたくさん出てきますので、ほかの全課的にですけれど

も、こういった対応、今後は必要になってくると思いますので、

それについての備えを今から少しずつしていただけたらというふ

うに思います。  

人口規模や地域負担を踏まえた町としての受入方針ということ

で先ほども言いましたが、今後の町としての方針を伺っていきた

いと思います。  

人口約１万１千人規模の本町において、外国籍住民が増加する

場合に、行政能力、地域の受容力、医療、防災、生活環境、自治

会との関係などを総合的に考えていく必要があります。  

現在は町内の外国籍住民が約 100 人程度で、人口比率は約１％

ということで、これは人数がこれから大きくなって慌てて対応す

るということではなく、今の段階から生活情報の提供であったり

とか、相談窓口であったりですとか、事業者との連携、自治会と

の情報共有、交流機会づくりを整えていくことが、交流の機会づ

くりを整えていくことが大切だと考えます。  

町として、この外国籍住民を地域の一員として迎え、地域住民

との摩擦を防ぎ、安心して暮らせる環境をつくるため、今後どの

ような方向で取り組む、お考えなのかをお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

今後、外国籍の方が地域になじみ、共に安心して暮らせる共生

していく社会を目指すことは、佐川町のみならず全国的にも重要

な課題と考えております。  

具体的な取り組みにつきましても、先ほどまで議員からもいろ

いろご提案をいただきましたので、全てが可能なわけではありま
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せんが、多文化共生の観点から啓発活動を含めた取り組みを検討

してまいりたいと考えております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。今まで、もちろん今まで提案したことが全て実現される

ってのは難しいかもしれませんが、少しずつでもですね、そうい

った状況になるっていう、将来的に増えていくというのは分かっ

てますので、そこに向けて動いていっていただければ、動いてい

っていただければと思います。よろしくお願いします。  

最後に、町長に伺います。  

私はこの外国人材の受入れについては推進か反対かという、単

なる、単純な議論ではなくですね、既に地域で暮らし働く方々と、

地域住民の双方が安心して暮らせる環境づくりが重要だというふ

うに考えています。  

町長の所信表明でですね、多様化、複雑化する社会への対応が

必要だというふうなことはおっしゃっておられました。  

そして、調和の取れた持続可能なまちづくりを柱としても挙げ

られておりましたので、そういった視点からも、この外国籍住民

の方にですね、地域のルールや文化を理解していただくこと。同

時に、地域側も困ったときに相談できる仕組みや、誤解を小さい、

小さな誤解の段階で解消していけるような仕組みを持っていく必

要があると思います。  

外国籍住民の増加を地域の不安や摩擦につなげるのではなく、

地域社会の一員として共に暮らすための準備を進めることが、町

の責任だというふうに考えますが、町長は今後の外国籍住民との

地域共生についてどのような方針で取り組まれるのか、お考えを

お聞かせください。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい。お答えさせていただきます。  

具体的な方針というのはまだ現在、全然考えておりません。  

しかしながらですね、これまでの質問の中で、各課長がですね、
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具体的な取り組みとか課題についてお答えをさせていただいたと

ころですので、私からはですね、町の方針といいますか、ちょっ

と、策定したばかりの第６次佐川町総合計画の中でのお話をさせ

ていただきたいと思います。  

まず、その中でですね、総合計画、第６次の総合計画の中では、

まちづくり施策の１つとして、共生社会の推進を掲げております。 

その内容につきましては、佐川町に暮らす全ての人が互いに尊

重し合い、安心して暮らせる社会を目指します。文化や価値観の

違いを理解、尊重し、多様な人々がともに生活できる環境づくり

を進めます、と記載をさせていただいております。  

しかしながら、現在のところ具体的な取組内容は、先ほども申

しましたが決まっておりません。  

今後におきましても、人口減少対策の外国人の方が来られます

と１つであると、あるとともにですね、佐川町の魅力発信にもつ

ながるんでないかと考えております。  

しっかりと地域共生社会に向け、県とも連携するとともにです

ね、今後は外国籍住民の増加に伴いまして、相談体制とか、地域

活動への参加促進などを進めていかなければならないと思ってお

りますが、これまで各課長が回答させていただきましたが、まだ

数々課題があるので順次対応していかなければならないという思

いで思っております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。町長、ありがとうございました。  

第６次総合計画の中でも、この共生社会の推進というところが

あるということで、この地域活動への参加などというところも含

めてですね、町長もよく、いろんな地域のお祭りとか、そういう

ものにも参加されておりますけれども、ぜひ、この外国人の方々

もですね、外国籍の方々も、こういった地域のお祭りとか、文化

事業に来ていただいてですね、よりこの日本の文化、地域の文化

とかも知っていただいて、地域の住民ともつながりをつくってい

ただければと思いますので、今後も様々、これから取り組んでい

かないといけない課題だと思いますので、ぜひ、一緒に考えてい
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ければと思いますのでよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。  

続いて、佐川高等学校の存続・魅力化と、地域への影響につい

てを質問させていただきます。  

これまでも、たくさん質問させていただいた項目なんですけれ

ども、まず、この地域コンソーシアムのワーキンググループの現

状と、令和８年３月定例会以降の進捗についてということで、３

月定例会以降ですね、佐川高校存続・魅力化に向けた地域コンソ

ーシアムやワーキンググループの動きが、町民から見える形では

十分に進んでいるとは言いにくい状況に見えます。  

当初の計画では今月中、６月中にコンソーシアム会議が開かれ

る予定であったと認識しておりますが、令和８年３月定例会以降、

佐川高校存続・魅力化に向けて、町として具体的にどのような進

捗があったのか、これまでの経緯について伺います。  

議長（松浦隆起君）  

教育次長、岡田君。  

教育次長（岡田秀和君）  

それでは、お答えをさせていただきます。  

令和８年３月の定例会以降につきましては、この佐川高等学校

コンソーシアム会議及び関連します、このワーキンググループ全

体委員会につきましては開催のほうができておりません。  

本年度の人事異動によりまして、佐川高校の魅力化コーディネ

ーターが替わり、内部での引継ぎなどにも時間を要したことなど

もありまして、予定が少し遅れているということでお聞きをして

おります。  

また現在、佐川高校が会議の日程等調整を行っておりまして、

ワーキンググループ全体会を６月 30 日に開催することとなってお

りまして、その後、７月に２回程度、またワーキンググループ全

体会を２回程度行いまして、その後にコンソーシアム会議を開催

するよう、日程調整を進めているというふうにお聞きをしており

ます。  

以上になります。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  
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はい。ありがとうございます。  

人事異動などによりですね、魅力化コーディネーターの方も替

わられたということで、今までは高岡高校と兼任の方がいらっし

ゃったと思いますが、異動があってということで、専任の佐川高

校の魅力化コーディネーターの方が就任されたということだと思

います。  

さらに、聞くところによると近隣町村のですね、教育長、教育

次長あたりの人事異動もあったということで、これもこのコンソ

ーシアムの進行にちょっと影響が出ているのかなというふうに思

います。  

これまでの質問でもちょっとこう、もうちょっとテンポを早く

していかないとこの、令和 10 年の４月というところには間に合わ

ないのではないでしょうかという質問もさせていただいたんです

けれども、この人事異動などがですね、この、今後のアクション

プランの実現に、遅延などの影響をしていくのではないかという

ところで、この現在のアクションプランというか、今決まってい

ることをどういう形で進めていくというふうになっているのかお

聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

教育次長、岡田君。  

教育次長（岡田秀和君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

先ほど議員もおっしゃいましたように、佐川高校の体制といた

しまして、昨年度までは魅力化コーディネーター、高岡高校と佐

川高校の２校を担当しておりましたが、本年度の人事異動により

まして、佐川高校専属の魅力化コーディネーターとして、今回の

教諭のほうが配属をされております。  

担当されます教諭につきましては、以前にも佐川高校のほうに

在籍をしておりまして、その際にも佐川高校が地域を知り、生徒

たちでできることを考え、課題解決に取り組みます「さくら咲く

プロジェクト」、こちらのほうの担当のほうもされていた方です

ので、仁淀川流域の地域の方や、関係する自治体との連携した取

り組みが、より一層進んでいくということが期待されているとこ

ろです。  

また、これまでのコンソーシアム会議や、ワーキンググループ
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全体会を踏まえまして、佐川高校といたしましては目指す生徒、

生徒像といたしまして、１つ目に、地域を理解し貢献するととも

に、ふるさとを愛することのできる生徒を育てる。  

２つ目に、学ぶことを楽しみに自ら考え行動し、夢や目標に向

かって自立できる生徒を育てる。  

また目指す学校像といたしまして、１つ目に、生徒一人一人を

大切にし、夢や目標の実現を支える教育と、魅力的な授業を行う。 

２つ目に、地域に根差し、多様な進路選択を支援する学校。  

この、目指します、生徒像と学校像を実現するための、アクシ

ョンプランといたしまして、これまでのコンソーシアム会議など

での意見などをもとにですね、関係する地域の皆様と連携した上

で、地域資源を活用した探究学習や部活動など、こういったもの

を整理をしているところでございます。  

次回のコンソーシアム会議につきましては、一定の方向性が示

されるというふうに思っておりますので、令和９年度を予定して

おります、アクションプランの実施に向けた協議を今年度中に進

めていくことというふうになります。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。佐川高校にも以前にいらした方が魅力化コーディネータ

ーになっていただいたということで、現在の状況とかも把握をし

ていただいてということで、これから取り組みをしていくと。  

令和９年度に、から進めていくアクションプランということで

すけれども、令和 10 年度の、令和 10 年度にその生徒数を判断さ

れる中で、令和９年度からのアクションプランというのはちょっ

となかなか、こうスピード的に苦しいところがあるので、相当急

がないと難しいんじゃないかなというところがありますが、これ

についても、今現在進めていただいてるということですので、こ

の７月、６月 30 日と７月に２回あって、それからコンソーシアム

会議を行われるというところを確認できましたので、またそれを

どのような、いい会議になるようにですね、お祈りをしておりま

す。  

そしてですね、これまでのコンソーシアム会議やワーキンググ
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ループの議事録、または概要記録がどのように作成、保管され、

関係者間で共有されてるのかを確認します。  

今後の議論を継続的に進めるためには、担当者が替わっても、

経過が引き継がれる記録体制が必要というふうに思っております。 

町としてその必要性をどのように認識しているのか伺います。  

議長（松浦隆起君）  

教育次長、岡田君。  

教育次長（岡田秀和君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

コンソーシアム会議等での記録につきましては、高知県の教育

委員会、高等学校振興課になりますが、こちらのほうが作成をし

保管のほうをしております。  

構成メンバーにつきましては必要に応じまして、会議録の提供

を求めますと、提示をしていただけることとなっておりますので、

協議を進めていく中で内容に相違がないか、こうした記録を確認

していくことは、大事ではないかというふうに考えております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

今後も人事異動とかっていうことは起きてくる可能性は十分あ

ると思いますので、こういった記録などをしっかりと用いていた

だいてですね、こういった遅延が起きないように取り組んでいた

だきたいというふうに思います。  

次にですね、佐川高校がなくなった場合の地域への影響につい

て、ということで伺います。  

私はこの佐川高校がなくなるということは、単に高校生が町外

の学校に通うようになる、というだけの話ではないというふうに

考えています。  

町内に高校があることで、高校生が日常的に町内で学び、通学

をし、買い物をし、部活動や地域活動に参加し、地元企業や地域

住民と接点を持っている。それが失われれば、町の中から若者の

姿が減り、地域の活力、商店や交通、地域活動、地元就職への動

線にも影響が出る可能性が十分にあります。  
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高校生のアルバイト、卒業後の地元就職、地域行事への参加な

どは数字だけでは見えにくいものの、地域の担い手確保に直結す

る要素だというふうに思います。  

私が全国の様々な研究調査の中から抽出した情報ではですね、

佐川町と比較的比較をしやすい環境、ほかの自治体に公共交通機

関で 30 分から１時間の通学が可能っていう条件で探して、１市町

村１校という状況から高校が消滅した自治体。統廃合に向かう局

面で転出超過が上振れをし、６年間の累計で人口の約 1.3％規模

の追加的な転出超過が生じたデータというのが示されています。  

もちろん、これは全国的な研究を佐川町に機械的に、当てはめ

た試算ではあるのですけれども、そのままを佐川町に当てはめる

とすれば、年間 25 人の継続的な、中高生を持つ世帯の家族が流出

をしていくというようなことが現実として起こり得ると、いうと

ころのデータをお示しをさせていただきました。  

特に本町ではですね、15 歳から 24 歳の若い世代の転出超過が

人口減少の大きな課題であり、町長自身もですね、若年層の転出

の抑制を人口戦略の重要な指標に置いていると思います。その中

で、町内唯一の高校がなくなるということは、この町が抑えよう

としている、若年の流出を逆に強めてしまう恐れがあると、いう

ことにもなりかねません。そこで伺います。  

町は、佐川高校がなくなった場合に、子育て世代の定住判断、

若者の町外流出、地域産業の働き手の確保、地元就職、地域経済、

地域活動にどのような影響が出ると想定しているのでしょうか。  

人口、経済、雇用、地域活動の面から具体的な試算や分析を行

っているのかお聞きします。  

もし、現時点で佐川高校に特化した影響の分析が十分に行われ

ていないのであれば町として、県の判断を待つだけでなく、独自

に影響評価を行う必要があると考えますが、今後どのようなデー

タを集め、どのような観点で分析に着手をする考えがあるかを伺

います。  

議長（松浦隆起君）  

まちづくり推進課長、安岡さん。  

まちづくり推進課長（安岡裕美君）  

お答えさせていただきます。  

令和７年度に実施しました移住者との懇談会や移住フェアなど、
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移住希望者と交流する際での、若い世代の子育てに関しての関心

は、やはり保育園や小学校についてのところが大きいところでは

ないかと感じておりますが、高校がなくなると子育て世帯の流出

につながるという調査結果も把握しております。  

町内に保育園から高校までがあり、子育てがしやすく、教育環

境の整った町であることは、佐川町の強みの１つとして認識し、

移住定住に関する取り組みの中でＰＲを行っております。  

また、佐川高校がなくなることで、現在、佐川高校生が行って

くださっているボランティア活動や、地域活動への参加、担い手

の創出、にぎわいの創出などにおいては、一定程度の影響がある

のではないかと考えております。  

また、町独自で人口や経済、雇用、地域活動の面での具体的な

試算や分析は行っておりませんが、議員が指摘されるとおり、佐

川高校の存続は人口や地域経済、地域活動などの面で影響を及ぼ

す、重要な課題であると認識しております。一方で、減少が続く

人口動態や、複雑に絡み合う経済波及効果について、高校の有無

のみを分離した具体的な数値の試算や、独自の影響評価を行うこ

とは極めて困難な側面があるのではないかと考えております。  

町としましては、佐川高校の魅力をさらに高め、子育て世帯に

選ばれ、生徒たちが誇りを持てる学校づくりに向けた魅力化への

取り組みに、関係町村、機関とともに一層力を注いでまいりたい

と考えております。  

以上でございます。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。なかなか、なくなった場合の状況の試算というのは非常

に難しいものやなというふうには思いますが、この高校生を持つ

世代、そして子供の世代含めて、６年間で 1.3％の人口流出の超

過が起きた場合ということを考えれば、その世代の人数がさらに

ぐっと減るということになりますので、そういったことを考える

と、影響的にはかなり大きなものになるのじゃないかなというふ

うに思います。  

続いて、この魅力化、佐川高校の魅力化が進んだ場合に期待さ

れる効果と、町としての投資、実行体制についてということで、
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佐川高校のこの魅力化は、単に入学者を増やすためだけの取り組

みではないと。地元中学生が佐川高校に行きたいと思える学校に

すること、地域外からも佐川で学びたいと思える特色をつくるこ

と、高校生が地域で探究活動を行い、地元事業者や地域住民と関

わり、将来的に佐川町や高吾北地域に戻ってくる可能性を高める

こと。これらは人口減少対策であり、産業振興であり、地域づく

りそのものだというふうに考えます。  

また、こういったことに取り組まれている岡山県の矢掛高校、

島根県海士町の隠岐島前高校、高知県内で言いますと梼原高校や

嶺北高校など、地域と高校が連携をして魅力化に取り組んできた

事例というものが、事例から学ぶべき点もたくさんあると思いま

す。  

佐川町として、こうした先進事例をどのように研究し、佐川高

校の施策に反映させようとしているのかをお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

教育次長、岡田君。  

教育次長（岡田秀和君）  

はい。お答えをさせていただきます。  

現在の佐川高校コンソーシアム会議のメンバーを基本といたし

まして、令和６年度から佐川高校コンソーシアムの準備会のほう

を開催し、また７年度からはコンソーシアム会議として、協議の

ほうを重ねてまいりました。  

この頃から島根県海士町など、地域の特性を生かしての高校魅

力化に取り組む事例を勉強させていただく中で、地域の特性を生

かすとともに、生徒たちの学びの中で、ふるさと愛を育むことが

大事であると、構成する関係の関係者の多くが改めて感じたとこ

ろであります。  

これまで、こうした継続して協議を進めておりますコンソーシ

アム会議におきましても、このような成功事例を参考にしながら

佐川高校周辺地域の資源を生かし、また、デジタル技術の活用も

含めた探究学習を中心に、生徒たちのふるさと愛にもつながる取

り組みを検討してきたところでございます。  

こうした取り組みが生徒たちの学習だけでなく、地域資源を活

用することで、地域産業の活性化や人口減少対策にもつながるこ

とを期待しているところでございます。  
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以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

これまでの取り組み等、また、こういった海士町の隠岐島前高

校などの情報を参考にしてということですけれども、佐川町とし

てもですね、この７月に行政視察で、この岡山県の矢掛高校には

視察に行かせていただくようになってますので、また、そこで見

聞きしてきたことも、議会でも共有を、行政のほうにもさせてい

ただきたいと思います。  

続いてですね、またこの高校、地域、行政、流域町村、事業者

をつなぐ役割ということで、こういったことは非常に専門性が高

くですね、継続性というのも求められると思うんですけれども、

やはり、行政の枠組みの中で言いますと、異動というものがあり

ますので、継続的にこれを進めていくというのにはなかなか、難

しい部分もあるのではないかというふうに思います。  

積極的に魅力化に取り組んでいくというところのためにですね、

以前も質問させていただきましたけれども、この地域と高校をつ

なぐコーディネーター的な役割というところ。これ中間管理、中

間支援組織という名前で質問させていただきましたけれども、例

えば、人物であったりしてもいいんですけれども、そういったこ

との今後の検討課題というふうに、こういうことをされてるかど

うかお聞きしたいと思います。  

議長（松浦隆起君）  

教育次長、岡田君。  

教育次長（岡田秀和君）  

はい。お答えさせていただきます。  

この３月定例会以降、コンソーシアム会議及びワーキンググル

ープ全体会のほうが開催されておりませんので、この会議等での

検討課題とはされておりません。  

３月定例会での岡林議員のご質問にも対しまして、担当の意見

ということでしたので、この件とは別に、中学校の部活動につき

ましても、地域での活動へ展開していくということを検討してい

く上で、取りまとめ的な役割が必要であるということも、議論さ
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れておりますので、こうしたことも踏まえまして、会議を進めて

いく中で私の感じたところを回答させていただきました。  

ワーキンググループ全体会には、私も構成メンバーといたしま

して参加をしておりますので、佐川高校の取り組みが地域とつな

がる手段の１つとして、提案のほうもしていきたいというふうに

考えております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。前向きなご答弁ありがとうございます。  

なかなか形が見えない中で提案するというのは大変だと思いま

すが、ぜひ、こういった間に入って、潤滑に物事を進めていただ

くっていうような方が、やっぱり必要になってくるんじゃないか

なと思いますので、ぜひ検討していただければというふうに思い

ます。  

この佐川高校について、最後にまた町長に伺いたいと思います。 

これまでの整理でですね、佐川高校がなくなるという未来と、

この魅力化が成功するという未来の中では、すごく差が大きいと

いうことが整理されたと思います。  

この高校がなくなれば、人口、子育て、働き手、地域経済、地

域活力にまで影響が及ぶ可能性が高いです。一方で、この魅力化

が進めば、入学者の増加だけでなく、地域外からの人の流れや、

若者の地域定着、そして地元就職、地域産業との連携など、関係

人口の増、または将来のＵターンなどにもつながると思います。  

高校の存続は人口減少対策そのものであるという認識の上であ

れば、佐川高校の魅力化は教育委員会や学校だけに任せる課題で

はなく、町長部局も含めた町全体の重点施策として取り組むべき

ことだと思います。  

佐川高校は佐川町だけの高校ではなく、高吾北地域の若者を受

け止める拠点でもありますし、だからこそ、本町、つまりは片岡

町長がですね、この流域町村との連携を強力なリーダーシップで、

主導をしていただいて、県とも協議をしながら必要な実行体制を

整えていくべきだというふうに考えます。  

町長が佐川高校の存続・魅力化を、今後の町政の中でどのよう
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な優先順位に置き、どのような危機感と決意を持って取り組んで

いくのか、町長自身のお言葉でお聞かせください。  

議長（松浦隆起君）  

町長、片岡君。  

町長（片岡雄司君）  

はい。お答えさせていただきます。  

岡林議員の言うように、佐川高校がなくなった場合ということ

につきましては、私は全く考えておりません。存続ということで

進めておりますので、そういったことで協議をさせていただいて

おります。  

しかしながらですね、佐川高校ってのは県立高校でございます

ので、県の一声で廃校ということになればですね、それを止める

のが私たちの流域の役目であると考えておりますので、その辺は

理解をしていただきたいと思います。  

全く、今の段階でですね、なくなった場合のことについて、私

全く考えておりませんので、よろしくお願いします。  

これまでも答弁をさせていただきましたとおり、佐川高校の存

続については人口減少対策そのものであると考えておりますし、

喫緊の課題だと危機感を持って対応させていただいております。  

当町における人口減少対策の最優先の取り組みの１つとしてで

すね、関係自治体、高吾北の町村と、副議長などともですね、コ

ンソーシアム会議の構成メンバーや関係する地域の皆さんとも、

とともにですね、アクションプランに基づく取り組みが進められ

るよう、今後とも発信をしていきたい。先頭を切ってですね、先

輩もおりますが、先頭を切って関係自治体と足並みをそろえて何

ができるかをしっかりと協議し、支援をしてですね、佐川高校の

存続に向けて取り組んでいきたいと考えております。  

よろしくお願いします。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

すいません、ボタン押す順番間違えました。  

町長、力強いお言葉ありがとうございます。  

高校がなくなることは全く考えていないということで、もちろ

んそうなるように、そうなるようにというか、存続がしっかりさ
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れていくように、町長からも力強いお答えをいただきました。  

今回、高校がなくなった場合っていうのを提案させていただい

たのは、地域にとって非常に大きな損失につながるというところ

を認識していただくために、あえて、そういったことを出させて

いただきました。その中で、やはり先ほど先輩もいますがという

ことで、このコンソーシアム会議の首長のグループの中には、私

も一緒ですけれども高知学園の卒業生が多いということで、我々

は佐川から高知市内に通った人間ではありますけれども、やはり

この地域にとって、この佐川高校というのがなくてはならない、

教育機関であるということは変わりないと思いますので、ぜひ、

その強いリーダーシップで、他の先輩たちも引っ張って、存続に

努めて、魅力化につなげていただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。ありがとうございます。  

続いて、最後の４番目の質問に移りたいと思います。  

道路の安全確保と維持管理の基準について、伺っていきたいと

思います。  

今回の質問は、単にこの場所を補修してほしいという個別の要

望ではなくてですね、町内の道路安全をどのような基準で把握し、

優先順位をつけ、所管が分かれる県道、国道、横断歩道、規制の

標識等について、関係機関とどのように連携をしているのかを確

認するものです。  

町内を見てみますと、路面の停止線や、横断歩道に接続する路

面標示、「止まれ」や「通学路注意」などの、文字表示が薄くな

ってる箇所、あるいは消えかかっている箇所が見受けられます。  

特に子供や高齢者は、道路標示や安全施設から得られる情報が

大きく、この情報に大きく依存しており、表示の劣化というのは

交通事故のリスクの増加につながるものと考えております。  

先日の議会がやりました住民懇談会でも、複数の意見として、

どこそこの横断歩道が消えちゅう、とかいうようなご意見をたく

さん賜りました。  

その中で、町内の道路における路面標示、横断歩道等の劣化状

況の把握と対応についてということで伺います。  

職員による点検、住民からの要望や、学校や地域からの情報提

供など、どのような方法で危険箇所を把握しているのでしょうか。 

また、劣化箇所について、台帳化をしているとか、写真管理を
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しているなど、継続的に確認できる仕組みを持っているのかをお

聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

それでは、お答えいたします。  

町道にあります、路面標示のうちですね、町管理は道路の両端

にあります白線がメインとなっておりまして、他には「速度落と

せ」等の文字がございます。  

それ以外のですね、横断歩道とか停止線、それから一旦停止の

「止まれ」の文字はですね、佐川警察署のほうの管理となってお

ります。  

町管理の部分の劣化状況につきましてはですね、町職員の日常

点検の巡回、それから住民からの通報、また、自治会やＰＴＡか

らの要望、その都度把握しております。  

把握した劣化箇所につきましてはですね、その場所と時間、そ

れから写真を記録しまして、修繕が必要な箇所として管理してお

ります。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

様々なところからの情報提供や、職員の巡回など、また写真な

どによって、その情報を管理をしているということであります。  

この補修についてですが、この補修や更新を行う際の判断基準

について伺います。  

路面標示がどの程度薄くなれば補修対象となるのか、交通量、

通学路、高齢者の利用状況、過去の事故やヒヤリハット、住民要

望などを踏まえて、どのように優先順位をつけて対応しているの

かお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

はい。補修のですね、劣化判断につきましては、特に、どの程
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度薄くなったらという基準は明確にはございませんが、職員がで

すね、現地で状況を確認しまして、見やすさでありますとか、あ

と損傷の度合いを目視して総合的に判断しております。  

また、補修の優先順位につきましては、交通量の多さや通学路、

それから夜間走行の危ない路線でありますとか、災害時の緊急輸

送道路、こういったことをですね、判断する基準にしております。 

しかし現状でですね、修繕が必要だと判断された箇所につきま

してはですね、遅くとも翌年度の予算で、予算化して対応できて

おりますので、優先度につきましては現状では問題となっていな

いと考えております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

把握したところについては、翌年度の予算までで何とか対応し

ているということで、今回議会の懇談会でも数件、どこどこのと

いう、斗賀野地区だったかな、小学校の前とか、その辺の横断歩

道とかっていうような声もありましたので、また職員の方に見に

行っていただいてですね。特にそういう、学校周辺ですとか、高

齢者がよく利用するところ。あと、課長もさっき、先ほどおっし

ゃいましたが、夜間の通行や緊急の道路など、そういったところ

また見ていただいて、適切に補修をしていっていただけたらとい

うふうに思います。  

続いてですね、所管ごとの点検補修体制、通学路や、高齢者動

線を踏まえた安全管理についてということで、町としてこの町道、

県道、国道、警察所管の交通安全施設について、危険箇所を発見

した場合、特に国や県、警察などにどのように要望を伝え、情報

共有をして改善につなげているのか、その連携体制についてお聞

きします。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

はい。お答えいたします。  

なかなか住民のほうでですね、ここが県道でありますとかは、
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なかなかその場所が分からないと思いますので、まず一旦、役場

のほうで全てお聞きしております。  

その上で、県道につきましては県の土木事務所、それから国道

につきましては国交省、それから横断歩道とかですね、停止線、

それから「止まれ」といった表示につきましては、佐川警察署の

ほうにつないでおります。  

ただですね、今、いずれにしましても町として、全て把握した

時点で速やかに管理者のほうに報告いたしまして、すぐに対応し

ていただけるようにですね、依頼をしております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。一旦、町のほうで集めていただいて、県道は県へ、国道

は国道へ、警察所管のものは警察所管へ、すぐ、速やかに連絡を

していただいてるというところです。  

なかなか直らないということは、連絡してからの動きが遅いと

いうことになるのかなと思いますが。  

道路標示についてはですね、住民の命とも直結してますので、

町のほうは翌年までの予算で対応していただいてるってことです

ので、県や国に対しても、しっかりとね、補修していただくよう

に、今の時点で速やかに連絡していただいているということです

ので、もしまた、進まないということであれば、ほかのつても通

じてですね、何とか早くやっていただけるようにとか、町長から

また言っていただくとかいうことになると思いますが、対応よろ

しくお願いします。  

この通学路とか、その高齢者が多く利用する道路について、先

ほどの答弁とかぶるかもしれないですけれども、この重点地域み

たいな指定をして、特に管理をしているというようなことは、あ

りますか。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

はい。お答えいたします。  

まず通学路につきましては、毎年、各学校のＰＴＡからですね、
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子供の安全に関します要望が上がってまいりますので、それを教

育委員会などですね、事務局のほうでまとめていただきまして、

町道関係は建設課のほうで。それから県道とか、国道は各管理者

のほうでですね、対応をしていただいております。  

また、高齢者の多い道路周辺につきましてはですね、特に重点

的な点検は行っておりませんが、特にやっぱり病院とかですね、

スーパー、基本的に学校が近くにありますので、そういったＰＴ

Ａのですね、要望でありますとか、町のですね、町の職員の点検

でそういった対応ができていると考えておりますので、そういっ

た特別な対応はちょっと、今のところはしておりません。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

学校周辺などはＰＴＡなどからの連絡によって速やかに連絡を

する体制になっているということで、一定安心をしました。  

その中でですね、住民懇談会で議会のほうにも、そういった、

どこどこの横断歩道が消えてるよっていうようなお声があったっ

ていうのが、どういう経緯でそういうふうになったのかなと思い

ますが、補修をするタイミングですとか、その見極めなどもある

かと思いますので、また個別にでいいので、ここまで来たら大体

やってます、みたいなのがあったらまた教えていただければと思

います。  

こういったことは、事故が起きてから対応しても遅いですので、

事前に対応して事故を減らしていけるようにしていくことが大事

だと思います。今現在対応していただいてるようですので、安心

をしたところです。ありがとうございます。  

続いてですね、国道 33 号沿いに建設中のドラッグストア付近の

交通安全対策についてということで、写真の掲示をお願いします。 

これちょっと私のほうで作ったので、細かい部分の縮尺とかお

かしいかもしれないですけれども、上郷の国道 33 号沿いの三差路

付近に、今、大型のドラッグストアというか量販店が、建設が進

んでいます。  

その中で出入口について、今この図面の中ではですね、緑色、
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ちょっとバス停も緑色で書いてますけど、左のほうの青矢印が入

るところと、赤矢印が出るところに緑色の区間がありますが、そ

こが出入口となっています。で、ここは以前にコンビニエンスス

トアがあったところなんですけれども、パチンコ屋さんが前にあ

ったところに関しては全部擁壁で埋められてまして、コンビニが

あったところだけが出入口となっています。  

コンビニがあったときにですね、コンビニエンスストアに対し

ては出入りがしにくいというクレームが非常に多かったというふ

うに、コンビニの経営者からもお聞きをしております。そのコン

ビニがあったときに複数件、交通事故が発生したというような話

も聞いています。  

これについてですね、この地元、上郷の自治会からも、非常に

危険ではないかと。  

この青矢印についてはですね、国道 33 号線、越知町側から来ま

すと、この高知市内から来た車が止まっている、この信号待ちの

車列をまたいで中へ入る。もしくは出るときも、その車列もしく

は 494 号に行くところも越えて、高知市側に出ていくということ

で、住民の声はもう、ほぼほぼ渋滞も起きるし事故も起きるんじ

ゃないかという声が多くありまして、この佐川町議会の常任委員

会のほうでも取り上げさせていただいて、国交省のほうにも、ど

ういったことでこの許可になってるのかっていうことを聞きに行

きましたけれども、これについては法律上、大丈夫なので許可を

出してますという、２行ぐらいの返事をいただいただけで終わっ

てしまいましたが。  

これも、一般事業者が建設をしているものですので、これをこ

の議会で言ってどうこう変更させるとかいう話ではないんですけ

れども、こういった形で店舗が今計画されているというところで、

地元の住民から多く声が上がってるのは、今までの量販店が造る

ときはもっと地元にいろんな声を聞いて造ってくれたのに、どう

してということがあります。  

それは実際の話でいうと、ほかの量販店ができたときは、農地

からの転用でしたので、水の管理であったりですとか、その出入

りについて住民とよく話し合う機会がありました。  

ただ、今回のこの量販店については、もともと商業施設があっ

たところに建ててますので、そういった経過を踏まずに、この、
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できたものだということです。  

その中で、もう工事が進んでますので、これを変更するという

のは難しいんですけれども、できた後にですね、やっぱり事故が

発生しやすいとか、渋滞が起きるってなったときに、町として対

応をしっかりしていただきたいというところで、今後の対応につ

いてということで、実際に開業して、渋滞や事故、事故がすぐ起

きたらもう、すぐ対応せにゃいかんと思いますが、渋滞などが発

生したときに、町としてですね、国道なので国や、安全管理は国

から言うても警察やというふうなお答えもいただいてます。  

そういったところと連携して、この改善に取り組んでいくとい

うお考えがあるかどうかお聞きします。  

議長（松浦隆起君）  

建設課長、大原君。  

建設課長（大原秀平君）  

はい。えっとですね、今議員がおっしゃられました、このドラ

ッグストアの建設予定地ですが、確かにおっしゃられるようにで

すね、出入口が最も交差点に近い西側にありますので、確かに右

折のときのですね、渋滞でありますとか、出入りのときの接触が

考えられるというのは、そのとおりだと思っておりまして、そこ

は認識しております。  

今後ですね、この開業後に、仮にですね、渋滞でありますとか、

万が一、交通事故が発生した場合にはですね、やっぱり町民の命

を守るという視点からですね、町としても主体的に、国道とか、

あと警察署のほうとですね、協議をする場をですね、設けていた

だくように要請したいというふうに考えております。  

以上です。  

議長（松浦隆起君）  

岡林議員に申し上げます。  

残り時間、１分 30 秒。質問をまとめてください。  

岡林君。  

５番（岡林哲司君）  

はい。ありがとうございます。  

開業してからのことは対応していただけるということで、今回

の質問の中で、もう１点質問する予定だったんですけど、ちょっ

と残り時間が少ないので概要だけ、お伝えをしたいと思います。  
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もう一度、図面を出していただけますでしょうか。  

この図面の中で、緑の白い建物の白枠の上に緑の点が２つあり

ますが、それが「ぐるぐるバス」のバス停となっています。東に

向いて行く、「ぐるぐるバス」のバス停がですね、あの辺り、も

うちょっと左側にあると思うんですけれども、そこに、もしバス

停で高齢者の方が降りた場合にですね、横断歩道が東も西もめち

ゃくちゃ遠い位置になります。  

そうすると、直接、この国道を高齢者が渡るんじゃないかとい

うところが、地元からも懸念が上がっておりますので、これに対

しても担当課のほうでですね、実際に開業してみないとわからな

いところがありますが、そういった地元からの懸念があるという

のをまずお伝えすることと、実際に開業してからの状況を見てで

すね、また適時対応していただけたらというふうに思います。  

ちょっと走り走りに最後のほうなってしまいましたが、以上４

点について質問させていただきました。  

これで、私の本議会での全ての質問を終了させていただきます。 

ありがとうございました。  

議長（松浦隆起君）  

以上で、５番、岡林哲司君の一般質問を終わります。  

これで今定例会に通告がありました、全ての一般質問を終了し

ます。  

以上で、本日の日程は全部終了しました。  

次の会議を、11 日の午前９時とします。  

本日は、これで散会します。  

 

散会　午後３時 12 分  
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